
多様な生命の住
す み か

処として　　　　　　　霧ヶ谷湿原

　芸北地域八幡にある霧ヶ谷湿原のオープニングイベントが４月16

日に開催された。乾燥化が進み湿原としては危機的な状況にあった

霧ヶ谷湿原を守ろうとする関係者や地元の人々の努力により、湿原

再生に必要な水を行き渡らせるための水路を設置する事業が完了

した。この日は約100人の参加者がオープニングイベントに参加し、

再生しようとする霧ヶ谷湿原を温かく見守った。（記事10ページ）

行財政

　北広島町行政改革大綱
2

防災

　災害に備える／防災最前線
4

産業・子育て・スポーツ

　企業誘致／子ども手当／チャレンジデー
8

まちの話題・保健・福祉・子育て・お知らせ

　霧ヶ谷湿原／健康通信ほか
10

特集

　義務教育振興基本計画ほか
14

高原からの花便り

　夏の思い出 コウホネ
24

広報

6
2010  No.64

平成22年
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長
期
総
合
計
画
に
掲
げ
る
基
本
目
標
「
地
域
を
再
生

し
、
定
住
・
交
流
の
拡
大
を
め
ざ
す
」
の
着
実
な
実
現

を
図
る
と
と
も
に
、
質
の
高
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
目
指
す
た
め
、
行
政
改
革
審
議
会
の
提
言
を
受
け
北

広
島
町
行
政
改
革
大
綱
（
第
２
次
）
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

本
町
の
財
政
状
況
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
財
政
健
全
化
へ
向
け
た
取

り
組
み
を
図
り
、
緊
急
な
政
策
課
題
で
あ
る
地
域
づ
く

り
・
地
域
経
済
の
活
性
化
、
企
業
誘
致
、
定
住
促
進
、

子
育
て
支
援
、
少
子
高
齢
化
、
安
心
安
全
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

北
広
島
町
行
政
改
革
大
綱
（
第
２
次
）
を
策
定
し
ま
し
た

北
広
島
町
行
政
改
革
大
綱（
第
２
次
）の
３
つ
の
視
点

財
政
の
健
全
化

◆
行
政
の
守
備
範
囲
の
再
点
検

◆
事
務
事
業
の
選
択
と
集
中

◆
業
務
の
減
量
化
・
効
率
化
の

徹
底

◆
総
人
件
費
の
見
直
し

◆
歳
入
の
確
保
の
強
化

自
立
型
の
地
方
行
政
の
構
築

◆
経
営
機
能
の
強
化

◆
職
員
の
人
材
育
成

地
域
協
働
の
推
進

◆
地
域
協
働
の
推
進

◆
情
報
公
開
の
推
進
と
透
明
性

の
向
上

行
政
改
革
を
進
め
る
た
め
の
視
点
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視
点
１

　

財
政
の
健
全
化

視
点
２

　

自
立
型
の
地
方
行
政
の
確
立

視
点
３

　

地
域
協
働
の
推
進

４
つ
の
課
題

○
約
11
億
円
の
財
源
不
足

○
高
い
水
準
の
地
方
債
残
高

　

21
年
度
末
見
込
み
２
１
８
億
円

○
高
い
水
準
の
実
質
公
債
費
比
率

　

21
年
度
末
見
込
23
・
１
％

○
財
政
規
模
に
比
較
し
て
少

な
い
財
政
調
整
基
金

　

21
年
度
末
見
込

　
　
　
　
　

 

６
億
９
千
万
円

地
方
分
権
は
本
格
的
に
進
展

○
地
方
自
治
体
の
主
体
性
が
今

以
上
に
求
め
ら
れ
る
制
度
仕

組
み
に
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る

○
県
か
ら
の
事
務
権
限
移
譲

等
に
よ
り
、
本
町
の
担
う

住
民
サ
ー
ビ
ス
は
増
加
し
、

高
度
化
、
専
門
化

○
自
治
体
間
の
競
争

○
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た

地
域
づ
く
り

地
域
の
特
色
を
生
か
し
た

                  

地
域
づ
く
り

○
少
子
高
齢
化
の
進
展
、
地
域

の
担
い
手
不
足
な
ど
中
山
間

地
で
あ
る
本
町
の
抱
え
る
諸

課
題
の
解
決

財
政
健
全
化
へ
の
着
実
な
取
組

★
約
１１
億
円
の
財
源
不
足
の
解
消

★
平
成
25
年
度
ま
で
に
実
質

公
債
費
比
率
18
％
以
下
の

達
成

★
体
力
に
見
合
っ
た
予
算
規

模
の
実
現

★
計
画
的
な
基
金
の
積
立

簡
素
か
つ
効
率
的
な
組
織

★
職
員
数
の
適
正
化
に
向
け
た

取
組

→
職
員
の
削
減

★
地
域
課
題
、
政
策
課
題
に

的
確
に
対
応

→
政
策
立
案
機
能
の
確
立

→
総
合
調
整
機
能
の
充
実

★
政
策
の
実
施

→
最
短
か
つ
最
も
効
果
的
に
展

開
で
き
る
組
織
体
制
の
構
築

→
行
政
運
営
を
担
う
職
員

の
人
材
育
成

地
域
の
元
気
の
創
造

★
地
域
は
地
域
に
住
む
み
ん
な

で
「
守
り
、
育
て
、
創
る
」

と
い
う
思
い
を
基
底
に
据
え

た
中
で
の
地
域
住
民
に
よ
る

地
域
経
営
と
い
う
考
え
方

★
住
民
と
行
政
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構
築

★
地
域
住
民
は
ま
ち
づ
く
り

の
主
役
で
あ
る
と
い
う
役

割
と
責
任
の
自
覚

★
地
域
課
題
に
向
け
、
自
ら

考
え
行
動
す
る

計
画
期
間

　

平
成
22
年
度

　
　
　

～　
　
　

の
５
年
間

　

平
成
26
年
度

ね
ら
い

●
地
方
分
権
の
本
格
的
な
進
展

　

政
権
交
代
に
よ
り
、
行
財
政
運
営
の
制
度
と

慣
行
が
大
幅
に
変
わ
ろ
う
と
し
て
お
り
、
以
前

に
も
ま
し
て
自
己
判
断
・
自
己
責
任
に
よ
る
意

思
決
定
と
成
果
に
対
す
る
責
任
が
求
め
ら
れ

る
。
今
ま
で
以
上
に
自
立
型
の
地
方
行
政
の
構

築
と
情
報
公
開
を
推
進
す
る
。

●
政
策
の
実
現

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
に
あ
っ
て
も
、
長
期

総
合
計
画
に
掲
げ
る
基
本
目
標
「
地
域
を
再
生

し
、
定
住
・
交
流
の
拡
大
を
目
指
す
」
の
着
実

な
実
現
を
図
る
。
地
域
づ
く
り
・
地
域
経
済
の

活
性
化
・
企
業
誘
致
・
定
住
促
進
・
子
育
て
支
援
・

少
子
高
齢
化
・
安
心
安
全
な
ど
の
緊
急
な
政
策

課
題
へ
取
り
組
ん
で
い
く
。
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こ
れ
か
ら
、
梅
雨
の
時
期
を

迎
え
ま
す
。
北
広
島
町
で
は
近

年
、
局
地
的
な
集
中
豪
雨
に
よ

り
大
き
な
被
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
災
害
を
最
小
限
に
と
ど

め
る
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
の

施
設
の
維
持
管
理
が
必
要
で
す
。 

農
業
用
水
路
な
ど
に
土
砂
が
た

ま
っ
て
い
な
い
か
、
た
め
池
に

ひ
び
割
れ
は
な
い
か
な
ど
、
梅

雨
時
期
を
迎
え
る
ま
で
に
も
う

一
度
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

災
害
が
発
生
し
た
ら

　

役
場
な
ど
へ
連
絡
を

　

農
地
や
道
路
、
河
川
な
ど
の

災
害
を
発
見
し
た
ら
、
次
の
と

お
り
役
場
な
ど
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
農
地
（
田
畑
）・
農
道
・
農

　

業
用
施
設
（
た
め
池
、
頭
首

　

工
、
用
排
水
路
な
ど
）・
林

　

道
・
山
林

　

 

↓ 
建
設
課
農
林
土
木
係

　

ま
た
は
各
支
所
産
業
建
設
課

▼
町
道
・
普
通
河
川

　

↓ 
建
設
課
土
木
係

　

ま
た
は
各
支
所
産
業
建
設
課

▼
国
道
・
県
道
・
一
級
河
川

　

↓
西
部
建
設
事
務
所
安
芸
太

　

田
支
所
（
災
害
復
旧
工
事
は

　

広
島
県
が
行
い
ま
す
）

　

（
国
庫
補
助
率
に
よ
り
減
額

　

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
）

▼
農
道　

道
路
幅
員
１
・
２
ｍ

　

以
上
、
受
益
戸
数
２
戸
以
上

　

で
、
事
業
費
40
万
円
以
上
。

▼
農
業
用
施
設　

日
頃
か
ら
維

　

持
管
理
さ
れ
て
お
り
、
受
益

　

戸
数
２
戸
以
上
で
、
事
業
費

　

40
万
円
以
上
。

▼
林
道　

町
の
林
道
台
帳
へ
の

　

記
載
が
あ
り
、
日
頃
か
ら
維

　

持
管
理
さ
れ
て
お
り
、
事
業

　

費
40
万
円
以
上
。

▼
町
道　

道
路
幅
員
が
２
ｍ
以

　

上
で
、事
業
費
60
万
円
以
上
。

▼
普
通
河
川　

河
川
高
１
ｍ
以

　

上
で
、事
業
費
60
万
円
以
上
。

　

こ
れ
だ
け
や
り
た
い

　

た
め
池
管
理
の
要
点

　

た
め
池
の
災
害
防
止
に
は
、 

次
の
よ
う
な
日
頃
の
巡
視
点
検

や
維
持
管
理
が
大
切
で
す
。

▼
堤
体
の
変
形
や
漏
水
の
確
認

堤
体
の
陥か

ん
ぼ
つ没

、
ひ
び
割
れ
、 

水
の
し
み
出
し
は
、
決け

っ
か
い壊

の

原
因
に
な
り
ま
す
。

▼
堤
体
の
草
木
の
刈
り
払
い

堤
体
の
上
に
立
木
や
雑
草

が
茂
っ
て
い
る
と
、
漏
水
や

ひ
び
割
れ
の
発
見
が
困
難

で
す
。

▼
洪こ

う
ず
い
ば
き

水
吐
の
周
辺
の
点
検

洪
水
吐
に
土
の
う
を
積
ん
だ

り
、
網
を
張
っ
た
り
し
て
い

る
と
、
大
雨
の
と
き
に
水
が

堤
体
を
越
え
て
決
壊
し
ま
す
。

▼
大
雨
や
地
震
後
の
チ
ェ
ッ
ク

梅
雨
や
台
風
の
時
季
ま
で
に
、

大
雨
や
地
震
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
異
常
が
な
い
か
見
回

り
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

災害に備える

災害連絡先

北広島町役場

芸北支所

大朝支所

豊平支所

西部建設事務所安芸太田支所

　

 0826-72-2111

 0826-35-0111

 0826-82-2211

 0826-83-1122

 0826-22-0544

災害が発生したら

　

災
害
復
旧
工
事
へ
の

　

種
類
別
の
採
択
条
件

　

最
大
時
間
雨
量
が
20
㎜
以
上
、

ま
た
は
最
大
24
時
間
雨
量
が
80

㎜
以
上
の
豪
雨
に
よ
り
災
害
が

発
生
し
た
場
合
、
災
害
復
旧
工

事
に
よ
っ
て
直
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
被
災
箇
所
の

種
類
ご
と
に
採
択
条
件
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
主
な
も
の
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▼
農
地　

田
畑
が
実
際
に
耕
作

　

さ
れ
て
い
る
か
、
耕
作
で
き

　

る
状
態
に
管
理
さ
れ
て
お
り
、

　

事
業
費
40
万
円
以
上
。な
お
、

　

災
害
復
旧
工
事
の
際
、
事
業

　

費
の
５
％
の
負
担
金
が
必
要

保
健
・
福
祉

子
育
て

税
金
・
年
金

保
険

き
た
ひ
ろ　
　

　

ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

災害は、自分たちの手で、防ぎたい
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災害時の避難と普段の安心に活用を！
北広島町災害時要援護者避難支援制度のお知らせ

　北広島町では、災害が発生したときや災害のおそれがあるとき、第三者の支援が必要な高齢者や障

害のある方に対して、災害に関する情報の伝達や避難などの手助けが地域の中でできるよう、避難支

援制度をはじめました。災害時の避難及び普段の安心にご活用ください。

災害時要援護者避難支援制度とは

●災害時に、高齢や障害などで自力又は家族の力だけでは避難することが困難な方（要支援対象者）を

あらかじめ登録し、平常時における見守りや災害が発生したときの避難支援活動に役立てる制度です。

●個人情報の提供に同意される方に、登録申請書を提出していただきます。

●登録された情報は、避難支援者や地域の避難支援団体に提供し、災害時の際の安否確認や避難誘導

を円滑に行えるよう共有します。

■避難支援者とは

　避難支援者には、要支援対象

者への日ごろからの声かけや、

災害が起きたのときの安否確認、

避難の手助けなどをお願いしま

す。災害が起きたときに頼りに

なり、助け合うことができる地域

の方となりますので、普段から気

軽に話しのできる関係をつくって

おくといった心がけも必要です。

　避難支援者には、できる範囲

での支援をお願いするものです。

申請したからといって災害の状

況などによっては、必ず支援を

受けられるとは限りません。また

避難支援者が支援活動を行う責

任を負うものではありません。

■登録できる方（要支援対象者）

とは

　災害の際に避難支援が必要な

方の中で、住宅で生活しており

「居住環境において被災する恐

れがあり、第三者の支援がなけ

れば避難できない方」を対象と

させていただきます。一般的に

は、一人暮らしの高齢者や障害

のある方などです。

■登録のポイントは、４つ

①要支援対象者に該当すると思

われ登録を希望される方は、申

請書を役場に提出し事前に登録

していただきます。

②登録をする際、近隣の方など

で支援してくれる方（避難支援者）

を複数決めていただき、登録する

ことの同意を得ていただきます。

③支援のための最小限必要な個

人情報を、避難支援者や避難支

援関係団体に情報提供すること

に同意をしていただきます。

④登録事項の変更や登録の抹消

を希望するときは、届出をしてい

ただきます。登録の申請は、随時

受付けています。

★申請受付開始：平成 22 年６月から

■おねがい

　この制度は、あくまでも普段からの地域の支え合いによって、少しでも災

害時の被害を減らそうとする支援制度です。

　災害の状況などによっては、必ず支援を受けられるとは限りません。また、避難

支援者の方にできる範囲での支援をお願いするもので、支援活動を行う責任を負う

ものではありません。日ごろからご家庭で災害に対して備えておくことが重要です。

要支援対象者

（避難に第三者の

　支援が必要な方）

登録申請書兼計画書

（情報提供に同意）

北広島町役場

登録

個別計画確認
地域での支え合い

避難支援者

自主防災・自治会・民生委員児童委員等

登録者情報の提供災害時の避難支援

普段の見守り

問い合わせ

避難支援制度→福祉課

　０８２６－７２－０８５１

防災対策→総務課

　０８２６－７２－２１１１

保
健

福
祉
・
子
育
て

税
金

年
金
・
保
険

き
た
ひ
ろ　

　
　
　

ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

　
　

ス
ポ
ー
ツ

災害に備える
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広
島
町
」
を
明
示
し
て
発
表
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
ま
た

天
気
予
報
サ
ー
ビ
ス
（
１
７
７
）
な
ど

で
は
、
市
町
単
位
で
発
表
さ
れ
て
い
る

気
象
警
報
・
注
意
報
を
簡
潔
に
、
か
つ

短
時
間
に
伝
え
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

市
町
を
ま
と
め
た
地
域
の
名
称(

こ
れ

ま
で
用
い
て
き
た
５
つ
の
区
域
の
名
称)

を
用
い
て
お
知
ら
せ
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　
　

広
島
地
方
気
象
台
防
災
業
務
課

　
　


０
８
２ - 

２
２
３ - 

３
９
５
３

　
　

総
務
課
総
務
係

　
　


０
８
２
６ - 

７
２ - 

２
１
１
１

■
大
雨
や
洪
水
な
ど
の
気
象
警
報
・
注

意
報
を
市
町
ご
と
に
発
表
し
ま
す

　

気
象
庁
で
は
、
よ
り
適
切
な
、
ま
た

利
用
し
や
す
い
防
災
気
象
情
報
の
提
供

を
目
的
と
し
て
、
平
成
22
年
５
月
27
日

(
予
定)

か
ら
、
気
象
警
報
・
注
意
報

を
市
町
単
位
で
発
表
し
ま
す
。
例
え
ば
、

北
広
島
町
に
災
害
発
生
の
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
、
こ
れ
ま
で
は
、
北
広
島
町
を

含
む「
広
島
県
」、「
北
部
」、あ
る
い
は「
芸

北
」
に
対
し
て
警
報
・
注
意
報
を
発
表

し
て
い
ま
し
た
が
、
変
更
後
は
、「
北

【現在】【平成２２年５月２７日から】

■
北
広
島
町
自
主
防
災
組
織
補
助
金
事

業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

　

こ
の
事
業
は
、
自
主
防
災
組
織
の
防

災
活
動
の
促
進
と
、
地
域
防
災
を
担
う

人
材
育
成
・
装
備
の
充
実
を
目
的
と
し
、

新
た
に
自
主
防
災
組
織
を
設
立
し
た
際

の
経
費
を
補
助
す
る
設
立
事
業
と
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
資
機
材
を
導
入
す

る
際
の
費
用
を
補
助
す
る
資
機
材
購
入

事
業
の
２
つ
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
を
設
定

し
て
い
ま
す
。

　

北
広
島
町
で
は
、
こ
の
補
助
事
業
を

十
分
に
活
用
し
て
い
た
だ
き
、
自
主
防

災
組
織
の
活
動
が
よ
り
活
発
に
な
る
こ

と
に
よ
り
、「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
」
へ
向
け
た
取
り
組
み
の
礎
と
な
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

補
助
の
概
要

(1) 
補
助
対
象
は
、
北
広
島
町
行
政
区
及

び
町
内
の
地
域
振
興
組
織
等
を
単
位

と
し
て
組
織
し
た
自
主
防
災
組
織
と

す
る
。

(2) 
補
助
対
象
経
費
は
、
自
主
防
災
組
織

活
動
設
立
時
の
経
費
（
新
設
の
み
）

及
び
資
機
材
購
入
経
費
と
す
る
。

(3) 
補
助
金
の
額
は
次
の
と
お
り
と
す

る
。

○   

自
主
防
災
組
織
の
設
立
（
設
立
事
業
）

１
万
円
に
自
主
防
災
組
織
を
構
成
す

る
世
帯
数
に
２
０
０
円
を
乗
じ
て
得

た
額
を
加
算
し
た
額

○ 

防
災
資
機
材
の
購
入
（
資
機
材
購
入

事
業
）

　

 

５
万
円
に
自
主
防
災
組
織
を
構
成
す

る
世
帯
数
に
１
千
円
を
乗
じ
て
得
た

額
を
加
算
し
た
額
。
た
だ
し
、
資
機

材
購
入
費
が
補
助
金
の
額
を
下
回
る

場
合
は
、
資
機
材
購
入
費
の
額
を
上

限
と
す
る
。

※ 

設
立
事
業
及
び
資
材
購
入
事
業
は
予

算
の
範
囲
内
で
１
団
体
に
対
し
１
回

限
り
交
付
す
る
。

　
　

総
務
課
総
務
係

　
　


０
８
２
６ - 

７
２ - 

２
１
１
１

■ 
消
防
団
救
助
資
機
材
搭
載
型
車
両
が

配
備
さ
れ
ま
し
た

　

救
助
等
に
関
す
る
消
防
団
員
の
技
術

の
向
上
と
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
、
総

務
省
消
防
庁
よ
り
、
救
助
資
機
材
を
装

備
し
た
多
機
能
型
消
防
車
両
１
台
の
無

償
貸
与
を
受
け
、こ
の
度
、第
12
分
団
（
阿

坂
地
区
）
に
配
備
し
ま
し
た
。

　

車
両
に
は
、
油
圧
カ
ッ
タ
ー
や
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
、
組
立
担
架
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
な
ど
の
資

機
材
が
搭
載
さ
れ
て
お
り
、
平
成
18
年
に

発
生
し
た
災
害
で
は
多
く
の
被
害
が
発
生

し
た
阿
坂
地
区
内
の
災
害
対
策
と
し
て
十

分
な
救
助
・
救
出
装
備
を
持
ち
合
わ
せ
て

い
る
こ
と
に
加
え
、
今
後
は
、
全
町
を
通

じ
て
の
団
員
教
育
訓
練
や
広
報
活
動
に
つ

い
て
の
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

問

問

問

保
健
・
福
祉

子
育
て

税
金
・
年
金

保
険

き
た
ひ
ろ　
　

　

ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

災害は、自分たちの手で、防ぎたい

23 市町
５区域
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そ
ば
に
い
る
、
あ
な
た
の
助
け
が
必
要
で
す
！

　

講
習
時
間
は
３
時
間
で
す
。
応
急
手

当
の
基
礎
知
識
に
つ
い
て
の
講
義
・
実

技
に
よ
る
応
急
手
当
の
練
習
、
主
要
公

共
施
設
な
ど
に
設
置
が
進
む
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
取
り
扱

い
方
法
な
ど
、
休
憩
を
は
さ
み
な
が
ら

行
い
ま
す
。
申
し
込
み
は
、
下
の
「
受

講
申
込
書
」
を
切
り
取
り
、
最
寄
り
の

消
防
署
所
に
持
参
い
た
だ
く
か
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
し
て
く
だ
さ
い
。

普
通
救
命
講
習

受
講
者
募
集

講習内容、時間割

　　8:30 ～  9:00

      9:00 ～ 10:15

    10:20 ～ 10:50

    11:00 ～ 11:30

    11:30 ～ 12:00

受付

応急手当の必要性、AED の取り扱い

心肺蘇生法（実技）

心肺蘇生法（AED を併用した実技）

実技テスト

日程及び講習会場

　開催日

   ７月   ３日（土）

   ７月   ３日（土）

   ７月１０日（土）

   ７月１０日（土）

時間

9:00 ～ 12:00

9:00 ～ 12:00

9:00 ～ 12:00

9:00 ～ 12:00

講習会場

北広島町消防本部２階講堂

大朝保健センター

豊平ふれあい健康館

北広島町芸北支所２階会議室

普通救命講習　受講申込書

 住所 北広島町　　　　　　　　　　番地　　電話番号（　　　）　　－

 氏名 　　　　　　　　　　　　（男・女）　　生年月日（昭・平）      ・   ・

希望受講会場（希望会場を○で囲んでください）

北広島町消防本部　大朝保健センター　豊平ふれあい健康館　北広島町芸北支所

※ すでに本講習の修了証をお持ちの方は、当日ご持参ください。
※ 個人情報は修了書発行に使用する以外、その他で使用されることは一切ありません。

切り取り線

申し込み・お問合せ

■消防本部（署）

０８２６－７２－０１１９

■芸北出張所

０８２６－３６－３１１９

■大朝出張所

０８２６ー８２－１１１９

■豊平出張所

０８２６－８３－０１１９

■ＦＡＸ受付

０８２６－７２－５１４５

※　会場は、地域の方を限定するものではありません。

　　どちらで受講されても結構です。

申し込み締め切り　平成 22 年７月１日（木）

保
健

福
祉
・
子
育
て

税
金

年
金
・
保
険

き
た
ひ
ろ　

　
　
　

ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

　
　

ス
ポ
ー
ツ

災害に備える

Fi
re

fig
hting spirits

防
災
最
前
線

北広島町消防本部
 0826-72-0119

危
険
物
安
全
週
間　

６
月
６
日
～
12
日

「
危
険
物　

事
故
は
瞬
間　

無
事
故
は
習
慣
」

住
宅
用
火
災
警
報
器　

…　

大
切
な
家
族
や

 

財
産
を
守
る
た
め
、
早
め
に
設
置
し
ま
し
ょ
う
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企

業

誘

致

新

た

な

活

力

を

企

業

誘

致

新

た

な

活

力

を

北広島農場開場式で行われた看板除幕式の様子

協定締結後握手する安達代表取締役と竹下町長

北広島農場開所式で挨拶する西日本高速道路エンジニアリ
ング中国株式会社 佐々木社長

退
職
後
の
再
雇
用
先
と
し
て
最
適
と
判

断
し
た
こ
と
が
選
定
の
理
由
で
す
。

　

農
地
は
蔵
迫
を
中
心
に
9.2
㌶
を
集
積

し
、今
年
か
ら
営
農
を
始
め
る
予
定
で
す
。

　

４
月
16
日
に
行
わ
れ
た
開
所
式
は
、
同

社
関
係
者
を
は
じ
め
、
地
権
者
、
広
島
県
・

北
広
島
町
関
係
者
が
出
席
し
行
わ
れ
ま

し
た
。
除
幕
式
で
北
広
島
農
場
と
銘
打

た
れ
た
ま
あ
た
ら
し
い
看
板
が
披
露
さ
れ

る
と
参
加
者
か
ら
拍
手
が
起
こ
り
、
新
し

い
農
場
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

開
所
に
あ
た
り
吉
川
農
場
長
は
、「
当

地
に
な
じ
ん
で
、
農
地
の
担
い
手
と
し

て
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込

み
を
語
り
ま
し
た
。

　

広
島
北
ホ
テ
ル
今
夏
誕
生

旧
千
代
田
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
を
活
用

　

南
方
に
あ
る
旧
千
代
田
パ
ー
ク
ホ
テ

ル
跡
地
を
利
用
し
て
、
広
島
北
ホ
テ
ル

が
誕
生
し
ま
す
。
町
は
、
ホ
テ
ル
運
営

会
社
で
あ
る
株
式
会
社
広
島
北
ホ
テ
ル

と
取
得
契
約
及
び
立
地
に
関
す
る
各
種

協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
に
廃
業
し
た
旧
千
代
田

パ
ー
ク
ホ
テ
ル
跡
地
の
活
用
は
、
大
き

な
課
題
で
し
た
が
、
ホ
テ
ル
の
誕
生
に

よ
っ
て
地
域
の
観
光
拠
点
と
し
て
大
き

な
期
待
が
持
て
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
は
今
年
の
夏
を
目
標
と
し

て
お
り
、
営
業
開
始
す
れ
ば

100
人
程
度

を
収
容
で
き
る
施
設
と
な
る
予
定
で

す
。

　

安
達
精
治
代
表
取
締
役
は
、「
地
域

の
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
、
地
域
に

愛
さ
れ
る
ホ
テ
ル
経
営
を
目
指
し
た

い
。
北
広
島
町
に
は
そ
の
可
能
性
が
た

く
さ
ん
あ
る
と
思
う
」
と
意
気
込
み
を

語
り
ま
し
た
。

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
中
国
北
広
島
農
場

新

た

な

農

業
の

担
い
手

が

誕

生

　

西
日
本
高
速
道
路
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
中
国
株
式
会
社
が
寺
原
に
農
場
を
開

設
し
ま
し
た
。

　

以
前
よ
り
農
業
分
野
へ
の
参
入
を
進

め
て
き
た
同
社
は
、
新
規
の
農
場
開
設

地
を
探
し
て
お
り
、
候
補
地
と
し
て
世

羅
町
や
安
芸
高
田
市
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
が
、
最
終
的
に
北
広
島
町
を
選
び
ま

し
た
。
北
広
島
町
に
は
同
社
の
千
代
田

施
設
・
道
路
事
務
所
が
あ
り
、
北
広
島

町
に
定
住
し
て
い
る
社
員
も
い
る
た
め
、

保
健
・
福
祉

子
育
て

税
金
・
年
金

保
険

き
た
ひ
ろ　
　

　

ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ
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保
健

福
祉
・
子
育
て

税
金

年
金
・
保
険

き
た
ひ
ろ　

　
　
　

ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

　
　

ス
ポ
ー
ツ

子
ど
も
手
当
が
始
ま
り
ま
し
た

忘
れ
ず
に
申
請
を
！
申
請
期
限
は
９
月
30
日
ま
で
で
す

　

子
ど
も
手
当
は
、
次
代
の
社
会
を
担

う
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
を
社
会
全

体
で
応
援
す
る
制
度
で
す
。
子
ど
も
手

当
の
支
給
を
受
け
た
人
は
、手
当
を
「
子

ど
も
の
将
来
を
考
え
有
効
に
使
う
」
こ

と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
制
度

の
趣
旨
に
従
っ
て
使
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

支
給
対
象
と
な
る
子
ど
も

15
歳
に
な
っ
て
最
初
の
３
月
31
日
ま

で
の
子
ど
も

手
当
の
額

月
額
１
万
３
千
円
（
平
成
22
年
度
）

手
当
は
、
６
月
・
10
月
・
２
月
に
お

支
払
い
し
ま
す
。

申
請
手
続
き

○
役
場
か
ら
「
認
定
請
求
」
又
は
「
額

改
定
認
定
請
求
」
の
お
知
ら
せ
が

届
い
た
方
で
、
ま
だ
申
請
さ
れ
て

な
い
方
は
９
月
30
日
ま
で
に
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。
９
月
30
日
を

過
ぎ
る
と
満
額
の
支
給
が
受
け
ら

れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

○
申
請
は
郵
送
で
も
可
能
で
す
が
、

請
求
者
の
健
康
保
険
被
保
険
者
証

の
写
し
と
銀
行
口
座
の
写
し
を
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届

毎
年
６
月
に
「
現
況
届
」
を
提
出
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

６
月
１
日
現
在
の
状
況
を
報
告
し
、

子
ど
も
手
当
て
を
引
き
続
き
受
け
る

要
件
が
満
た
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か

を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

役
場
か
ら
用
紙
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
内
容
を
確
認
し
、
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

な
お
、
今
回
新
た
に
支
給
対
象
と

な
っ
て
子
ど
も
手
当
の
申
請
を
さ
れ

た
方
は
提
出
不
要
で
す
。

６
月
分
以
降
（
10
月
支
払
分
）
の
手

当
て
は
「
現
況
届
」
が
提
出
さ
れ
る

ま
で
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

福
祉
課
福
祉
係

　
　


０
８
２
６ - 

７
２ - 

０
８
５
１

各
支
所
自
治
振
興
課

問

問

　

毎
年
５
月
の
最
終
水
曜
日
に
世
界
中

で
実
施
さ
れ
て
い
る
住
民
参
加
型
の
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ

デ
ー
が
今
年
も
北
広
島
町
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
昨
年
に
引
き
続
き
大
朝
地
域
・

豊
平
地
域
で
開
催
さ
れ
、
さ
ら
に
今
年

か
ら
芸
北
地
域
も
参
加
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
と
は

規
模
が
同
じ
く
ら
い
の
自
治
体
同

士
が
、
午
前
０
時
か
ら
午
後
９
時
ま

で
の
間
に
15
分
間
以
上
継
続
し
て

運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
住
民
の

参
加
率
を
競
い
、
敗
れ
た
自
治
体
は

相
手
自
治
体
の
旗
を
１
週
間
掲
揚

す
る
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
で
、
５
月
26

日
が
開
催
日
で
す
。

基
本
ル
ー
ル

参
加
方
法
は
自
宅
・
学
校
・
職
場
な

ど
、
ど
こ
で
も
ど
ん
な
運
動
で
も
15

分
以
上
体
を
動
か
し
て
報
告
す
る

だ
け
と
い
う
簡
単
な
も
の
で
す
。

参
加
資
格
は
当
日
開
催
地
域
に
い
る

す
べ
て
の
人
が
対
象
で
、
住
民
票
を

置
い
て
な
い
方
で
も
会
社
が
北
広
島

町
内
に
あ
る
、
た
ま
た
ま
北
広
島
町

を
通
り
か
か
っ
た
な
ど
、
と
に
か
く
当

日
開
催
地
域
に
い
れ
ば
大
丈
夫
で
す
。

　

ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

開
催
日

　

５
月
26
日　

午
前
０
時
～
午
後
９
時

　
　

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
実
行
委
員
会

　
　

芸
北
地
域

　
　


０
８
２
６ - 

３
５ - 

１
０
４
５

　
　

大
朝
地
域

　
　


０
８
２
６ - 

８
２ - 

２
２
１
１

　
　

豊
平
地
域

　
　


０
８
２
６ - 

８
４ - 

１
２
３
４

芸北地域 VS 宮崎県美郷町西郷区

大朝地域 VS 島根県安来市南小学校区

豊平地域 VS
佐賀県佐賀市久保泉町地区
宮崎県美郷町南郷区

●対戦表●

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
０

15
分
間
運
動
し
て
全
国
の
自
治
体
と
対
戦
!!
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問

設立記念式典で公演する佐藤弘道さん

広島県榎田教育長より表彰状を授与される長田克司会長

「どこへ行こうか」できあがったお出かけマップを囲む親子たち

霧ヶ谷湿原オープニングイベント

地域の力を結集し、命の環をつなげる

　４月２４日に芸北八幡地区の霧ヶ谷湿原のオー

プニングイベントが開催されました。乾燥が進ん

でいた湿原を、元のように再生させるため、地域

住民や専門家・行政が一体となって活動していま

す。この日、約 1００人の参加者がオープニング

イベントの後に新しくできた遊歩道を巡り、湿原

の再生のため設置した取水堰や導水路を確認。湿

原の再生に向けた取り組みと、八幡の自然を存分

に味わったようです。

霧ヶ谷湿原を周遊できる観察路の前でテープカット

北広島町子育て応援情報ＢＯＸ

北広島情報がつまったお出かけマップ完成

　公民館等で活動しているグループ（Mama's 

Cafe）が中心となって集めた情報が満載のお出か

けマップと行政からの子育て情報が載っている「北

広島町子育て応援情報ＢＯＸ」が完成しました。

　子育てだけではなく町内お出かけ情報として、

ぜひご利用ください。子育て応援情報 BOX は各

公民館・図書館・役場窓口等に設置してあります。

　　福祉課子育て支援室　０８２６ - ７２ - ０８５１

　　千代田中央公民館　　０８２６ - ７２ - ２２４９

総合型地域スポーツクラブ芸北道場設立

設立を記念して佐藤弘道さんが講演

　４月25日に総合型地域スポーツクラブ芸北道

場の設立記念式典が芸北文化ホールで開催されま

した。芸北道場は、子どもから大人まですべての

地域住民が、健やかな毎日を送るため健康で元気

な地域づくりのお手伝いをすることを目的として

誕生した団体です。

　式典を記念して行われた講演会で佐藤弘道さん

が「子どもはぜんぜんわるくない」と題して講演し、

参加者は熱心に聞き入っていました。

広島県体力つくり優良団体表彰

地域の健康づくりの実践

　３月25日に広島県庁で「広島県体力つくり優良

団体表彰」の表彰式が行われ、大朝地域体育協会

が受賞されました。大朝地域体育協会は昨年７月

にも「チャレンジデー大賞」を受賞しており、大

朝地域の健康づくりへの取り組みが高く評価され

たものです。表彰式に出席した長田会長は、「今後

も地域の方々が運動をつうじて元気に楽しく生活

できるように努力していきます」と語り、さらなる

地域の健康づくりへの思いを強くされたようです。
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保
健

福
祉
・
子
育
て

税
金

年
金
・
保
険

き
た
ひ
ろ　

　
　
　

ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

　
　

ス
ポ
ー
ツ

C
L
O

S
E
 U

P
>>>

明
治
・
大
正
生
ま
れ
の

お
元
気
さ
ん
!

～
元
気
の
秘
訣
を
教
え
て
く
だ
さ
い
～

　

今
田
の
竹
下
シ
ズ
エ
さ
ん

は
、
大
正
４
年
生
ま
れ
の
95
歳

で
す
。
兄
嫁
さ
ん
が
和
裁
の
先

生
を
さ
れ
て
お
り
、
若
い
こ
ろ

に
生
徒
さ
ん
と
一
緒
に
習
い
、

以
来
着
物
の
仕
立
て
の
お
仕
事

を
、
80
歳
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
丁
寧
な
仕
事
で
信
頼

を
得
、
次
か
ら
次
へ
と
仕
事
を

依
頼
さ
れ
、
風
呂
敷
包
み
が
い

く
つ
も
家
に
並
ん
で
い
た
そ
う

で
す
。
娘
さ
ん
と
も
一
緒
に
仕

事
を
さ
れ
て
お
り
、
夜
遅
く
ま

で
仕
事
を
さ
れ
て
い
た
そ
う
で

す
。
仕
事
の
傍
ら
、
家
事
や
孫

の
世
話
も
さ
れ
て
お
り
、
孫
の

靖
彦
さ
ん
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

思
い
出
は
、
着
物
を
仕
立
て
て

い
る
後
姿
と
コ
ロ
ッ
ケ
の
味
だ

そ
う
で
す
。

現
在
は
、
お
世
話
に
な
っ
た

方
の
家
の
周
り
の
掃
除
や
畑
仕

事
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

１
㎞
余
り
の
お
店
や
病
院
に

は
、
杖
を
使
っ
て
歩
い
て
い
か

れ
て
い
ま
す
。
お
嫁
さ
ん
や
お

孫
さ
ん
に
囲
ま
れ
て
の
笑
顔
が

と
て
も
素
敵
で
し
た
。

（
取
材
／
ま
め
マ
メ
き
た
ひ
ろ
し
ま
）

口
や
歯
の
健
康
は
全
身
の
健
康
！

　

口
の
中
の
健
康
状
態
は
全
身

の
健
康
と
深
く
関
係
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
、
口
や

歯
の
健
康
が
重
要
視
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

む
し
歯
や
歯
周
病
は
生
活
習

慣
病
と
い
わ
れ
ま
す
。
お
口
に

関
す
る
生
活
習
慣
を
規
則
正
し

く
す
る
こ
と
で
、
効
果
的
に
む

し
歯
や
歯
周
病
を
予
防
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

規
則
正
し
い
食
習
慣
、
歯
み

が
き
や
う
が
い
の
習
慣
を
身
に

つ
け
、
定
期
的
に
歯
科
医
院
で

予
防
処
置
や
指
導
を
受
け
る
習

慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

し
っ
か
り
か
ん
で
食
べ
よ
う

噛
ミ
ン
グ
30
（
カ
ミ
ン
グ
サ
ン

マ
ル
）
を
目
指
し
て

　

よ
く
か
ん
で
食
べ
る
こ
と

は
、
唾
液
の
分
泌
を
促
し
、
脳

を
活
性
化
さ
せ
る
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
効
能
が
あ
り
ま
す
。
と

こ
ろ
が
今
日
、
日
本
人
の
か
む

回
数
は
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　

「
噛
ミ
ン
グ
30
（
カ
ミ
ン
グ

サ
ン
マ
ル
）」
と
い
う
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
が
あ
る
の
を
ご

存
知
で
す
か
？ 

食
事
の
際
に
、

１
口
30
回
以
上
か
む
こ
と
を
目

標
と
す
る
標
語
で
す
。
子
ど
も

か
ら
高
齢
者
ま
で
、
健
康
を
維

持
す
る
に
は
よ
く
か
ん
で
食
べ

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

乳
幼
児
期

30
回
か
む
こ
と
で
安
全
に
飲
み

込
め
る
。
生
え
変
わ
り
の
時
に

歯
の
発
達
が
促
さ
れ
る
。

成
人
期

よ
く
か
む
こ
と
で
早
食
い
、
食

べ
す
ぎ
の
防
止
。
＝
肥
満
予
防

高
齢
期

も
の
を
か
む
機
能
維
持
。
も
ち

な
ど
を
つ
ま
ら
せ
る
窒
息
事
故

の
防
止
。

か
み
ご
た
え
の
あ
る
食
材
を
使

う
、
食
材
を
大
き
く
切
る
、
飲

み
物
で
流
し
込
ま
な
い
な
ど
、

し
っ
か
り
か
ん
で
食
事
を
食
べ

ま
し
ょ
う
。

８
０
２
０
（
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
）

運
動
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

「
80
歳
に
な
っ
て
も
20
本
以

上
自
分
の
歯
を
保
と
う
」
と
い

う
の
が
８
０
２
０
運
動
。
少
な

く
と
も
20
本
の
自
分
の
歯
が
あ

れ
ば
、
ほ
と
ん
ど
の
食
べ
も
の

を
お
い
し
く
食
べ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
20
本
以
上
自
分
の
歯

が
あ
る
高
齢
者
は
認
知
症
や
寝

た
き
り
に
も
な
り
に
く
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
総
合
・
巡
回
健
診

で
歯
科
健
診
を
受
け
ら
れ
た
方

を
対
象
に
「
８
０
２
０
げ
ん
き

な
歯
表
彰
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

健
診
で
は
、
歯
科
医
師
の
検
診

と
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
正
し
い

口
腔
ケ
ア
の
や
り
方
の
指
導
も

あ
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
!!

　

是
非
、
受
診

　

し
ま
し
ょ
う

　康
通
健

信

Healthy
Communication

第 62 回

６月４日～１０日は
歯の衛生週間です
口と歯の健康的な

生活習慣

◆規則正しい歯み

がき・うがいの

習慣

◆規則正しい生活

リズム

◆適度な休養（スト

レスは口の病気を

出やすくします）

◆規則正しい食習慣

◆かみ癖を直す

◆禁煙する
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■
乳
幼
児
等
発
達
相
談
会

　

子
ど
も
さ
ん
が
、『
人
見
知
り
が
ひ

ど
い
』『
こ
だ
わ
り
が
強
い
』『
買
い
物

な
ど
に
連
れ
て
行
っ
た
ら
勝
手
に
い
な

く
な
る
』『
こ
と
ば
が
遅
い
』『
場
に
な

じ
み
に
く
い
』『
チ
ッ
ク
が
ひ
ど
い
』

な
ど
、
気
に
な
る
方
や
悩
み
が
あ
る
方

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
程
・
会
場

７
月
８
日(

木
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

千
代
田
中
央
公
民
館

※
相
談
は
予
約
制
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す

相
談
担
当
医
師

　

広
島
市
立
舟
入
病
院

　

小
児
心
療
科
部
長　

小
野　

泉　

氏

　
　

保
健
課
健
康
増
進
係　

　
　


０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
３

　
　

各
保
健
セ
ン
タ
ー

■
平
成
22
年
度
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査

　

エ
イ
ズ
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
）
に
感
染
し
て
発
病
す
る

病
気
で
す
。
治
療
方
法
の
進
歩
に
よ
り

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
可
能
な
病
気
に
な
り
、

エ
イ
ズ
の
死
亡
率
は
激
減
し
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療

が
大
切
で
す
。

　

検
査
は
、
感
染
の
可
能
性
が
あ
っ
た

日
か
ら
２
～
３
か
月
以
降
に
受
け
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

検
査
日

毎
月
第
１
水
曜
日

午
前
９
時
～
11
時
（
要
電
話
予
約
）

検
査
方
法

検
査
は
、
迅
速
検
査
で
血
液
を
５
ｃ
ｃ

採
っ
て
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体
を
調
べ
ま
す

検
査
料
金
等

無
料
で
す
。（
証
明
書
が
必
要
な
場

合
は
有
料
）
匿
名
で
受
け
ら
れ
ま
す

検
査
場
所
及
び
申
し
込
み

　
　

広
島
県
西
部
保
健
所
広
島
支
所

　
　

広
島
市
中
区
基
町
10
‐
52

　
　


０
８
２
‐
５
１
３
‐
５
５
２
１

■
平
成
22
年
度
調
理
師
試
験
の
実
施

　

広
島
県
に
お
い
て
平
成
22
年
度
調
理

師
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

日
時
・
試
験
会
場

平
成
22
年
８
月
４
日(

水)

午
後
１
時
～
３
時

鈴
峯
女
子
短
期
大
学

福
山
平
成
大
学

受
験
願
書
の
配
布
期
間

平
成
22
年
５
月
６
日
（
木
）
か
ら

平
成
22
年
６
月
17
日
（
木
）
ま
で

受
験
願
書
の
受
付
期
間

平
成
22
年
６
月
８
日
（
火
）
か
ら

平
成
22
年
６
月
17
日
（
木
）
ま
で

受
験
願
書
の
配
布
・
提
出
先

　

保
健
課
健
康
増
進
係

　
　


０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
３

■
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
、
早
期
発
見
・

早
期
治
療
が
大
切
で
す
！

　

Ｃ
型
肝
炎
・
Ｂ
型
肝
炎
の
治
療
は
、

こ
こ
最
近
格
段
に
進
歩
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
一
度
も
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

査
を
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
人
は
、
ぜ

ひ
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
ま
し

ょ
う
。

　
　

保
健
課
健
康
増
進
係

　
　


０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
８
５
３

　
　
　

■
き
れ
い
セ
ン
タ
ー
の
日
曜
開
場

　

芸
北
広
域
き
れ
い
セ
ン
タ
ー
で
の
ご

み
の
受
入
に
つ
い
て
、
平
日
の
受
入
時

間
で
は
利
用
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、

隔
月
（
偶
数
月
）
に
１
回
、
日
曜
日
を

臨
時
に
開
場
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
試
験

的
に
実
施
し
て
検
討
を
行
う
も
の
で
、

来
年
度
も
開
場
を
予
定
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

臨
時
に
開
場
す
る
日
曜
日

６
月
６
日
・
８
月
１
日
・
10
月
３
日

12
月
５
日
・
２
月
６
日

受
付
時
間

　

午
前
９
時
～
12
時
・
午
後
１
時
～
４
時

注
意○

緊
急
の
事
情
等
に
よ
り
開
場
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
一
般
家
庭
の
方
の
み
を
対
象
と
し

て
い
ま
す
。

○
受
付
時
間
は
厳
守
し
て
く
だ
さ

い
。
時
間
外
の
ご
み
の
持
込
は
で

き
ま
せ
ん
。

○
祝
日
は
、
通
常
ど
お
り
開
場
し
て

い
ま
す
の
で
、
祝
日
も
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
祝
日
が
土
日

の
場
合
、
ご
み
の
持
込
は
で
き
ま

せ
ん
。

　
　

町
民
課
環
境
管
理
室

　
　


０
８
２
６ - 

７
２ - 

０
８
５
４

■
お
得
な
バ
ス
回
数
券
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

路
線
バ
ス
・
ホ
ー
プ
タ
ク
シ
ー
の
ご

利
用
に
は
、
便
利
で
お
得
な
回
数
券
が

お
勧
め
で
す
。

　

10
回
分
の
金
額
で
、
11
回
乗
車
で
き
、

利
用
日
時
の
指
定
も
な
く
、
複
数
人
で

の
利
用
も
可
能
で
す
。

　

車
内
や
各
営
業
所
で
販
売
し
て
い
ま

す
。
み
ん
な
で
公
共
交
通
機
関
を
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

　
　

企
画
課
地
域
振
興
係

　
　


０
８
２
６ - 

７
２ - 

０
８
５
６

問

問

問

問

問問

保
健
・
福
祉

子
育
て

税
金
・
年
金

保
険

き
た
ひ
ろ　
　

　

ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

The  i n f o rma t i o n  o f  t h e  l i v i n g くらしの情報

　

…
問
い
合
わ
せ
先

問
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○
町
民
税
非
課
税
世
帯
で
、
身
体
障

害
者
手
帳
、
療
養
手
帳
、
精
神
保

健
福
祉
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
方

が
お
ら
れ
る
世
帯

○
社
会
福
祉
事
業
施
設
入
所
世
帯

　
　

福
祉
課
福
祉
係

　
　


０
８
２
６ - 

７
２ - 

０
８
５
１

■
町
営
住
宅
入
居
募
集

　

町
営
住
宅
入
居
者
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

６
月
募
集
住
宅

山
根
田
団
地
（
大
朝
）
１
戸

　

十
日
市
第
２
団
地
（
千
代
田
）
１
戸

琴
谷
団
地
（
豊
平
）
１
戸

　

特
・
松
崎
団
地
（
豊
平
）
単
身
用
１
戸

申
込
受
付
時
間

　

６
月
１
日
（
火
）
～
７
日
（
月
）

随
時
募
集
中

　

犬
追
原
団
地
（
大
朝
）　

３
戸

　

志
路
原
団
地
（
豊
平
）　

１
戸

　

特
・
松
崎
団
地
（
豊
平
）
単
身
用　

１
戸

　

特
・
雄
鹿
原
団
地
（
芸
北
）　

１
戸

　
　

建
設
課
都
市
管
理
係

　
　


０
８
２
６ - 

７
２ - 

０
８
６
０

　
　

芸
北
支
所
産
業
建
設
課

　
　


０
８
２
６ - 

３
５ - 

０
１
１
２

　
　

大
朝
支
所
産
業
建
設
課

　
　


０
８
２
６ - 

８
２ - 

２
２
１
１

　
　

豊
平
支
所
産
業
建
設
課

　
　


０
８
２
６ - 

８
３ - 

１
１
２
２

■
き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
の
専
用
チ
ャ
ン
ネ
ル

（
11
チ
ャ
ン
ネ
ル
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

地
域
の
話
題
や
行
政
か
ら
の
お
知
ら
せ

な
ど
を
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
毎
日
18

時
に
更
新
し
６
時
か
ら
24
時
ま
で
１
時
間

ご
と
に
繰
り
返
し
放
送
し
て
い
ま
す
。 

　

土
・
日
曜
日
は
、「
月
い
ち
ワ
イ
ド
」
の
30
分

と
１
週
間
の
番
組
を
ま
と
め
た
「
週
間
ワ
イ
ド
」

の
番
組
を
１
時
間
ご
と
に
繰
り
返
し
放
送
し
て

い
ま
す
。
チ
ャ
ン
ネ
ル
は
デ
ジ
タ
ル
11
で
す
。

　
　

き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

　
　


０
８
２
６ - 

７
２ - 

７
４
４
７

■
北
広
島
町
情
報
基
盤
整
備
工
事

　
　

（
２
期
）
工
期
再
延
長
に
つ
い
て

　

工
期
が
平
成
22
年
６
月
30
日
に
再
延

長
に
な
り
ま
し
た
。
工
事
が
順
次
完
了

す
る
地
域
別
の
情
報
を
宅
内
工
事
登
録

店
に
提
供
し
て
ス
ム
ー
ズ
な
宅
内
工

事
を
図
り
ま
す
。
７
月
１
日
か
ら
の
全

サ
ー
ビ
ス
開
始
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

　

千
代
田
地
域
に
お
い
て
は
、
広
島
北
部

農
協
の
「
ゆ
う
あ
い
ネ
ッ
ト
」
か
ら
「
き

た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
」
へ
の
円
滑
な
事
業
継
承

を
進
め
る
た
め
移
行
期
間
を
設
け
ま
し
た
。

ゆ
う
あ
い
ネ
ッ
ト
移
行
期
間

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
有
線
電
話
・

ペ
ー
ジ
ン
グ
放
送

　
　

６
月
末
ま
で
使
用
可

　

○
定
時
の
告
知
放
送
サ
ー
ビ
ス　

　
　

９
月
末
ま
で
使
用
可

　

で
き
る
だ
け
早
く
宅
内
工
事
を
申
込

み
い
た
だ
き
、
「
き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
」

へ
の
移
行
を
お
願
い
し
ま
す
。

　　
　

き
た
ひ
ろ
ネ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー

　
　


０
８
２
６ - 

７
２ - 

７
４
４
７

きたひろネット提供サービスと広島北部農協提供サービスの今後のスケジュール

■
駐
車
禁
止
除
外
指
定
車
標
章
の
交
付

基
準
の
変
更

　

平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
駐
車
禁
止

除
外
指
定
車
標
章
の
交
付
基
準
が
変
わ

り
ま
し
た
。

変
更
点

「
肝
臓
機
能
障
害
」
で
身
体
障
害
者

手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
を
所
持
さ
れ

て
い
る
方
の
う
ち
、
次
の
基
準
に
該

当
さ
れ
る
方
が
交
付
対
象
と
な
り

ま
す
。

　

身
体
障
害
者
手
帳
の
場
合

　

…
１
級
か
ら
３
級
ま
で
の
各
級

　

戦
傷
病
者
手
帳
の
場
合

…
特
別
項
症
か
ら
第
三
項
ま
で
の
各
項
症

申
請
窓
口

　
　

山
県
警
察
署

　
　


０
８
２
６ - 

２
２ - 

０
１
１
０

　
　■

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
チ
ュ
ー
ナ
ー
給
付

　

総
務
省
で
は
、
平
成
21
年
度
に
引
き

続
き
、
経
済
的
な
理
由
等
で
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
が
見
ら
れ
な
い
世
帯
（
具
体
的
に

は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
受
信
料
全
額
免
除
世
帯
）

に
対
し
て
、
簡
易
な
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
無
償

給
付
す
る
な
ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
申
込
み
を
す
る
に
は
、
全
額
免

除
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

全
額
免
除
の
対
象
世
帯

○
生
活
保
護
受
給
世
帯
な
ど
の
公

的
扶
助
受
給
世
帯

問

問

問

問

問

The  i n f o rma t i o n  o f  t h e  l i v i n g くらしの情報

保
健

福
祉
・
子
育
て

税
金

年
金
・
保
険

き
た
ひ
ろ　

　
　
　

ネ
ッ
ト

消
防
・
防
災

生
活
・
環
境

産
業

教
育
・
文
化

　
　

ス
ポ
ー
ツ
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※  肩書きや学年などは、すべて平成22 年３月現在のもので
表記しています。

【 写 真 】３月 25 日、修了式 などを終え、下 校 のため 教 室を
出る大塚小学校５年生の３人。この木造校舎の廊下を、ラン
ドセルの子が歩く姿を見られるのは、これが最後となった。

　

平
成
21
年
５
月
に
定
め
た
義
務
教
育
振
興
基
本
計
画 - 

き

た
ひ
ろ
し
ま
・
夢
・
ま
な
び
プ
ラ
ン -　

　

学
校
間
連
携
、
小
中
一
貫
教
育
、
適
正
な
学
校
規
模
や
配
置
、

校
舎
の
安
全
性
、
給
食
設
備
な
ど
の
方
策
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

北
広
島
町
で
は
、
教
育
条
件
を
よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
た

め
の
学
校
の
統
廃
合
を
今
後
も
進
め
て
い
く
予
定
に
な
っ
て

い
ま
す
。
３
月
に
休
校
と
な
っ
た
大
塚
小
学
校
か
ら
発
信
さ

れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
み
な
さ
ん
で
受
け
止
め
、
と
も
に
考
え

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◆
教
育
条
件
を

よ
り
よ
い
も
の
に
す
る
た
め
に

　

少
子
化
の
進
行
に
よ
り
児
童
・

生
徒
数
が
減
少
し
、
小
規
模
校

や
複
式
学
級
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

「
確
か
に
複
式
学
級
に
も
良
い

面
は
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
児
童

数
が
少
な
い
分
、
徹
底
的
な
個

人
指
導
で
、
あ
る
程
度
学
力
を

上
げ
る
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
教
科
学
力
が
す
べ

て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
知
・
徳
・

体
の
総
合
的
な
学
力
が
大
切
で

す
。
児
童
に
は
一
定
程
度
の
人
数

の
中
で
少
人
数
で
は
で
き
な
い
こ

と
を
体
感
し
、
感
動
を
味
わ
わ

せ
て
あ
げ
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

大
塚
小
学
校
休
校
に
つ
い
て
は
、

あ
く
ま
で
計
画
に
基
づ
い
た
町

全
体
の
動
き
の
ひ
と
つ
で
す
。」

と
池
田
教
育
長
は
話
し
ま
す
。

　

学
校
の
統
廃
合
は
、
子
ど
も

の
教
育
条
件
を
よ
り
よ
い
も
の
に

す
る
こ
と
が
大
前
提
な
の
で
す
。

豊
か
な
人
間
性
と
文
化
を
は
ぐ
く
み
、

一
人
ひ
と
り
が
輝
く
義
務
教
育
の
実
現

Public Relations Kitahiroshima
�010.6
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池田 庄策 教育長

大塚では、連合会のみな

さんが保護者の意見を尊

重してくださった結果、現

在があります。その大英

断に心から感謝していま

す。統廃合は全町的な問

題。北広島町の教育の質

をより良いものにしていけ

るよう、今後も協議を重ね、

慎重に検討していきます。

平成 22 年度 北広島町立小学校児童数
　　　　　　　　

（単位：人 ／ 平成 22 年度学校基本調査などによる）

地
域 学 校 名

学　　年
計

H27
推計１ ２ ３ ４ ５ ６

大
朝

大朝小学校 17 15 13 11 19 14 89 56

大塚小学校

新庄小学校 21 7 17 18 9 15 87 72

芸
北

八幡小学校 1 1 2 3 1 1 9 13

雄鹿原小学校 7 7 5 7 9 7 42 26

雲月小学校 2 3 3 1 4 5 18 6

芸北小学校 5 6 4 6 4 6 31 18

美和小学校 4 4 3 6 4 5 26 13

豊
平

豊平南小学校 13 16 15 15 14 6 79 65

豊平西小学校 9 8 7 7 8 5 44 28

豊平東小学校 3 3 9 5 4 5 29 28

千
代
田

川迫小学校 3 6 5 5 5 3 27 27

八重東小学校 14 24 14 21 25 15 113 97

壬生小学校 22 22 24 21 19 27 135 141

南方小学校 3 1 1 3 4 7 19 20

本地小学校 19 19 19 21 19 21 118 87

八重小学校 31 32 26 34 28 28 179 176

計 174 174 167 184 176 170 1045 873

　　　＊ 特別支援学級児童数も合わせて計上　　　…複式学級

◆
複
式
学
級
の
解
消
へ
向
け
て

　

計
画
の
う
ち
小
学
校
に
つ
い
て

は
、
複
式
学
級
（
＊
１
）
を
解
消
し
１

学
年
１
学
級
以
上
と
す
る
こ
と
、
１

学
級
児
童
数
を
20
人
か
ら
30
人
（
一

部
地
区
で
は
10
人
）
程
度
と
す
る
こ

と
が
目
標
の
中
に
あ
り
ま
す
。
北
広

島
町
で
は
、
下
の
表
の
と
お
り
、
小

学
校
17
校
（
休
校
１
）
中
９
校
に

複
式
学
級
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
計
画

に
基
づ
き
学
校
適
正
配
置
計
画
素

案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
の
予
定

と
し
て
は
、
３
年
後
の
平
成
25
年
度

に
、
芸
北
地
域
５
校
が
芸
北
小
１
校

に
統
合
。
同
時
に
豊
平
地
域
３
校
も
、

新
設
の
豊
平
小
（
仮
称
）
１
校
に
統

合
さ
れ
る
計
画
素
案
で
、
そ
れ
ぞ
れ

通
学
手
段
な
ど
、
多
項
目
に
つ
い
て

保
護
者
・
地
域
と
の
協
議
が
進
め
ら

れ
ま
す
。

　

計
画
で
は
、
保
育
所
等
・
小
中
学

校
・
高
等
学
校
と
の
適
切
な
連
携
を

深
め
、
教
育
の
継
続
性
を
重
視
し
た

き
め
細
か
な
教
育
を
行
う
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。
北
広
島
町
で
は
す
で
に
、

芸
北
地
域
と
大
朝
地
域
で
小
中
一
貫

教
育
を
推
進
し
て
お
り
、
今
後
は
統

廃
合
を
計
画
し
て
い
く
中
で
、
さ
ら

な
る
基
礎
的
学
力
の
向
上
も
図
れ
る

よ
う
、
研
究
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
発
展
的
な
休
校
へ
の
願
い

　

全
校
児
童
11
人
北
広
島
町
立
大

塚
小
学
校
が
、３
月
末
に
休
校
（
＊
２
）

と
な
り
、
そ
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し

ま
し
た
。
昨
年
10
月
23
日
に
あ
っ
た
、

大
塚
小
学
校
校
区
で
の
地
域
説
明
会

で
、
町
が
休
校
に
つ
い
て
説
明
。
後

日
、
保
護
者
や
地
域
住
民
の
理
解
を

休
校
な
ど
に
伴
う
教
職
員
の
異
動
で
は
、
転
校
児
童

へ
の
配
慮
か
ら
か
、
過
去
の
多
く
の
事
例
で
少
な
く

と
も
１
人
が
統
合
先
の
学
校
へ
転
任
し
て
い
る
。
大

塚
小
で
は
、
１
年
生
担
任
だ
っ
た
上
本
美
代
子
教
諭

が
、
４
月
に
統
合
先
の
大
朝
小
学
校
へ
異
動
し
た
。

わ
ず
か
１
年
間
で
転
校
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
２

人
の
児
童
に
と
っ
て
、
心
強
い
存
在
だ
。（
写
真
は
、

２
月
15
日
の
道
徳
教
育
地
域
公
開
で
の
１
年
生
教
室
）

生
き
る
力
を
育
む
教
育

＊
１　

「
複
式
学
級
」
と
は
、
複
数
学

年
で
１
ク
ラ
ス
と
す
る
学
級
編
成
で
あ

る
。
広
島
県
の
小
学
校
で
は
、
国
の
基

準
を
採
用
し
、
１
年
生
を
含
む
２
学
年

で
児
童
数
８
人
以
下
、
そ
れ
以
外
の
２

学
年
で
16
人
以
下
の
場
合
、
複
式
学
級

が
編
成
さ
れ
て
い
る
。

＊
２　

「
休
校
」
と
は
、
廃
校
や
閉
校

と
違
い
、地
域
住
民
の
意
思
を
尊
重
し
、

再
開
校
の
可
能
性
を
残
し
た
表
現
で
あ

る
が
、
人
口
急
増
の
見
込
み
が
な
い
校

区
で
は
、
復
活
は
極
め
て
難
し
い
。

得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
３
月
24

日
の
休
校
式
で
は
、
大
塚
連
合
会
会

長
の
渡

わ
た
な
べ
い
さ
む

辺
勇
さ
ん
が
、「
大
塚
に
と

っ
て
発
展
的
休
校
と
な
る
よ
う
願
っ

て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

大塚小学校休校の発案のもととなったのは、

「きたひろしま・夢・まなびプラン」。

さて、この計画書には何が

載っているのでしょうか。
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大塚小学校の沿革　　　　　　　　

「芟陋舎」開校
1874（明治　7）年校舎は大塚市・円泉寺御堂

大塚学校と改称
1879（明治 12）年校舎は別所・田上一郎兵衛氏宅

大塚小学校初等科と改称
1882（明治 15）年校舎を門前へ移転新築

校舎焼失 1887（明治 20）年

校舎新築 1888（明治 21）年

大塚国民学校と改称 1941（昭和 16）年

学制改革で大塚小学校と改称
1947（昭和 22）年校舎全焼

現在の校舎落成 1948（昭和 23）年

講堂落成 1962（昭和 37）年

校章、校旗を制定 1963（昭和 38）年

完全学校給食開始 1971（昭和 46）年

校歌制定 1975（昭和 53）年

大塚少年太鼓開始 1989（平成 元）年

講堂解体 2000（平成 12）年

屋内運動場落成 2001（平成 13）年

大朝小学校と統合のため休校 2010（平成 22）年

火
災
に
よ
る
校
舎
全
焼
の
１
年
後
と
な
る
昭
和
23
年
、

現
在
の
大
塚
小
学
校
校
舎
が
地
域
住
民
た
ち
の
力
で
新

築
さ
れ
た
。Ｐ
Ｔ
Ａ
が
結
成
さ
れ
た
の
も
こ
の
年
で
あ
る
。

（
写
真
提
供
／
大
塚
小
学
校
）

築
61
年
に
な
る
現
在
の
大
塚
小
学
校

校
舎
。
平
成
４
年
に
廊
下
床
面
、
９
年

に
屋
根
が
改
修
さ
れ
、
10
年
に
は
ト

イ
レ
が
水
洗
化
さ
れ
た
。
平
屋
建
て
の

木
造
校
舎
で
あ
る
が
、
現
代
の
学
校
教

育
の
場
と
し
て
十
分
機
能
し
て
い
る
。

古
校
舎
で
学
ん
だ
昭
和

◆
二
度
の
火
災
か
ら
の
再
建

　

標
高
８
２
６
メ
ー
ト
ル
の
寒か

ん

曳び
き

山

の
ふ
も
と
に
あ
る
、
木
造
平
屋
建
て

の
校
舎
。
そ
の
大
塚
小
学
校
の
歴
史

は
１
３
６
年
に
上
り
ま
す
。

　

前
身
と
な
る
の
は
、
明
治
７
年
に

大
塚
市い

ち

の
円え

ん

泉せ
ん

寺じ

御み

堂ど
う

に
開
校
さ

れ
た
「
芟さ

ん

陋ろ
う

舎し
ゃ

」。
明
治
の
う
ち
に

別べ
っ

所し
ょ

、
門も

ん

前ぜ
ん

へ
と
、
学
び
の
場
は
二

度
移
転
さ
れ
ま
し
た
。
大
塚
小
学
校

の
名
称
と
な
っ
た
の
は
戦
後
で
、
学

制
改
革
の
あ
っ
た
昭
和
22
年
の
こ
と

で
す
。
明
治
20
年
、
昭
和
22
年
と
、

二
度
の
火
災
に
遭
い
、
校
舎
が
焼
失
。

し
か
し
、
木
材
の
手
配
や
建
築
作
業

な
ど
、
地
域
住
民
が
行
政
と
一
体
と

な
っ
て
再
建
に
汗
を
流
し
、
い
ず
れ

も
１
年
後
に
校
舎
が
新
築
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
の
木
造
校
舎
は
、
二
度
目

の
再
建
に
よ
る
も
の
で
、
数
回
の
修

復
工
事
が
あ
っ
た
も
の
の
、
現
在
築

61
年
で
健
在
で
す
。

◆
唱
歌
の
時
間
は
音
が
苦
に

　

現
在
の
地
元
組
織
の
連
合
体
で
あ

る
、
大
塚
連
合
会
の
渡
辺
勇
会
長
は

昭
和
22
年
の
卒
業
生
。「
当
時
は
夏

休
み
や
冬
休
み
が
あ
ま
り
な
か
っ
た

で
す
ね
。
暖
房
が
囲
炉
裏
だ
っ
た
の

も
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
同
級
生
は

16
人
で
し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

　

ま
た
、連
合
会
前
会
長
で
元
教
員
、

栗く
り

田た

祐ゆ
う

輔す
け

先
生
は
昭
和
15
年
卒
業

生
。
明
治
に
建
て
ら
れ
た
校
舎
が
古

く
、「
他
校
の
小
学
生
か
ら
よ
く
か
ら

か
わ
れ
ま
し
た
。
昭
和
13
年
に
新
校

舎
が
で
き
る
予
定
が
、シ
ナ
事
変
（
日

中
戦
争
）
の
影
響
で
中
止
に
な
っ
た

時
は
嘆
き
ま
し
た
ね
え
」
と
語
り
ま

す
。「
で
も
、
す
で
に
修
学
旅
行
ら

し
き
も
の
が
あ
っ
た
り
し
て
、
中
身

は
か
な
り
新
鮮
だ
っ
た
ん
で
す
よ
」。

栗
田
先
生
は
当
時
、
楽
譜
の
読
み
方

を
た
た
き
込
ま
れ
た
と
話
し
ま
す
。

「
唱
歌
の
時
間
は
『
音お

ん

が
苦く

』
に
な

る
ほ
ど
で
し
た
ね
（
笑
）。
で
も
旧
制

中
学
に
進
ん
だ
時
、
回
り
に
楽
譜
が

読
め
る
人
は
い
な
く
て
、
自
分
に
と

っ
て
大
き
な
財
産
に
な
り
ま
し
た
」。

栗
田
先
生
は
現
在
、
大
塚
少
年
太
鼓

の
指
導
者
で
、
大
塚
小
校
歌
の
作
曲

者
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

大
塚
小
学
校
は
、
永
き
道
の
り
の

中
で
、
１
千
３
８
０
人
余
り
の
卒
業

生
を
学ま

な
び
や舎

か
ら
送
り
出
し
、
多
く
の

人
材
が
生
ま
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。

その前身をたどれば、生まれは明治初期。

大塚小学校１３６年間の歴史を、

昭和初期を中心に、そっと

振り返ってみましょう。
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６年生の合同授業

で、大朝と新庄の人

と話せるようになっ

てうれしかったです。

将来の夢はプロ野球

選手になることです。

大塚小学校６年

石橋 祥 くん

大塚小学校６年

木村 優太 くん

４年生の時に海田東

小学校から転校しま

した。修学旅行の姫

路城が思い出に残り

ます。将来の夢は消

防士になることです。

大
塚
小
学
校
卒
業
式
で
、
最
後
の
卒
業
生
と
し
て
拍
手
を
浴

び
退
場
す
る
祥
く
ん
（
前
）
と
優
太
く
ん
。
テ
レ
ビ
局
や
新

聞
社
な
ど
報
道
関
係
者
も
多
数
詰
め
か
け
た
卒
業
式
だ
っ
た
。

３
月
15
日
の
卒
業
生
を
送
る
会
で
、地
域

住
民
へ
お
礼
を
伝
え
る
木
村
優
太
く
ん
。

大
塚
小
最
後
の
卒
業
生

◆
毎
日
２
キ
ロ
の
徒
歩
通
学

　

「
休
校
に
つ
い
て
去
年
の
秋
に
聞

き
、
と
て
も
悲
し
く
な
り
ま
し
た
」。

３
月
24
日
、
大
塚
小
学
校
休
校
式
で

の
「
休
校
の
言
葉
」
の
壇
上
で
、
６

年
生
の
木き

村む
ら

優ゆ
う

太た

く
ん
は
話
し
ま
し

た
。
優
太
く
ん
は
４
年
生
の
時
に
、

当
時
２
年
生
の
弟
、
祐ゆ

う

貴き

く
ん
と
と

も
に
、
全
校
児
童
数
４
０
０
人
を
超

す
海
田
町
立
海
田
東
小
学
校
か
ら

転
校
し
て
き
ま
し
た
。「
二
つ
の
学
年

が
一
緒
に
勉
強
す
る
こ
と
に
び
っ
く

り
し
ま
し
た
が
、
慣
れ
て
く
る
と
分

か
ら
な
い
こ
と
を
す
ぐ
聞
い
た
り
で

き
て
、
勉
強
も
や
る
気
に
な
り
ま
し

た
」
と
話
す
優
太
く
ん
。

　

大
塚
小
学
校
で
は
、
毎
年
９
月
の

大
塚
連
合
運
動
会
（
＊
３
）
で
、
全
校

児
童
の
一
輪
車
に
よ
る
演
技
が
あ
り
、

学
年
を
問
わ
ず
毎
年
児
童
全
員
が
一

輪
車
に
乗
れ
る
の
が
自
慢
で
す
。
転

校
生
の
優
太
く
ん
も
、
す
で
に
乗
り

こ
な
す
下
級
生
に
負
け
じ
と
奮
起
。

「
何
回
も
転
び
な
が
ら
練
習
し
、
乗

れ
た
時
は
う
れ
し
か
っ
た
」
と
優
太

く
ん
。
弟
を
連
れ
て
毎
日
２
キ
ロ
を

徒
歩
通
学
す
る
姿
は
、
大
塚
の
人
々

に
元
気
を
与
え
た
と
い
い
ま
す
。

◆
休
校
式
と
同
窓
会
も
開
催

　

一
方
、「
お
じ
い
さ
ん
も
お
父
さ
ん

も
こ
こ
を
卒
業
し
て
い
ま
す
」
と
話

す
の
は
、
も
う
一
人
の
６
年
生
、
石い

し

橋ば
し

祥あ
き
らく

ん
で
す
。
休
校
式
と
同
じ
日
、

先
だ
っ
て
行
わ
れ
た
大
塚
小
学
校
最

後
の
卒
業
式
で
、「
３
年
ぶ
り
に
入

学
し
た
１
年
生
の
世
話
を
す
る
の
が

楽
し
か
っ
た
」
と
祥
く
ん
は
思
い
出

を
語
り
ま
し
た
。
休
校
と
い
う
話
題

性
か
ら
報
道
関
係
者
も
多
数
詰
め

か
け
た
卒
業
式
で
し
た
が
、
出
席
者

約
２
０
０
人
に
見
送
ら
れ
、
２
人
は

思
い
出
の
校
舎
か
ら
元
気
に
巣
立
っ

て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、
休
校

式
の
「
休
校
の
言
葉
」
で
は
、
児
童

全
員
が
「
あ
り
が
と
う
、
温
か
か
っ

た
木
造
の
校
舎
」
と
声
を
そ
ろ
え
、

大
塚
小
に
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。

　

休
校
式
の
あ
と
は
、
連
合
会
主

催
の
同
窓
会
「
休
校
を
惜
し
む
会
」。

大
塚
神
楽
団
の
上
演
な
ど
を
楽
し
み

な
が
ら
、
歴
代
卒
業
生
や
恩
師
な
ど

が
、
思
い
出
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

平
成
元
年
か
ら
21
年
間
続
い
た
、「
大

塚
少
年
太
鼓
」
の
熱
演
も
あ
り
、
全

校
児
童
の
発
表
と
し
て
は
、
最
後
の

舞
台
と
な
り
ま
し
た
。

　

任
期
を
終
え
た
、
大
塚
小
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
植う

え

田た

伸し
ん

二じ

さ
ん
は

今
、
し
み
じ
み
と
話
し
ま
す
。「
大

塚
小
学
校
へ
、
心
か
ら
あ
り
が
と

う
と
言
い
た
い
」。

＊
３　

「
大
塚
連
合
運
動
会
」
と
は
、
大

塚
連
合
会
主
催
の
地
区
の
運
動
会
へ
、

大
塚
小
学
校
の
運
動
会
を
組
み
入
れ
た
、

地
域
と
学
校
と
の
合
同
運
動
会
。
児
童

数
の
少
な
い
大
塚
小
で
は
、
数
十
年
前

か
ら
こ
の
ス
タ
イ
ル
を
取
っ
て
い
る
。

大塚小学校において、その長い歴史の中でも

最後の卒業生となった２人の男児。

母校を失う寂しさが漂う中、

巣立ちの日は笑顔でした。
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大塚連合会会長

渡辺 勇 さん

大塚連合会事務局

長田 克司 さん

大塚少年太鼓指導者

栗田 祐輔 先生

屋内運動場は、神楽や民謡、

スポーツなど、地域で週５日

活用しています。町内でも一

番多いのではないでしょうか。

今後もフル活用していきたい

ですね。木の校舎も貴重な

ので、町と協力し、できるだ

け残していきたいものです。

「
惜
し
む
会
」が
あ
っ
た
屋
内
運
動
場（
体

育
館
）
に
は
、
町
内
外
か
ら
約
２
０
０

人
が
集
ま
り
思
い
出
を
語
り
合
っ
た
。

◆
21
年
間
の
和
太
鼓
の
指
導

　

「
ヤ
ァ
！ 

大
塚
少
年
太
鼓
！ 

ハ

イ
！
」
の
掛
け
声
で
始
ま
る
、
大
塚

小
全
校
児
童
に
よ
る
和
太
鼓
「
大
塚

少
年
太
鼓
」。
指
導
す
る
の
は
、
演

目
「
す
ぎ
な
囃ば

や

子し

」（
＊
４
）
の
作
曲

者
自
身
で
あ
る
、
栗
田
祐
輔
先
生

で
す
。「
ま
だ
声
が
小
さ
い
よ
」「
ば

ち
は
さ
っ
と
真
っ
直
ぐ
よ
」
と
、
児

童
た
ち
に
月
平
均
２
回
で
21
年
も
の

間
、
き
め
細
か
く
教
え
て
き
ま
し
た
。

　

開
始
当
初
の
平
成
元
年
に
は
、
タ

イ
ヤ
や
段
ボ
ー
ル
を
た
た
い
て
練
習

し
て
い
ま
し
た
が
、
地
域
活
性
化
団

体
「
大
塚
あ
べ
ま
き
会
」
が
中
心
と

な
り
、
地
域
住
民
の
寄
付
に
よ
り
太

鼓
を
そ
ろ
え
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

「
練
習
も
発
表
も
全
力
を
ぶ
つ
け

る
こ
と
、
そ
れ
以
外
に
な
い
。
大
塚

の
子
た
ち
は
そ
れ
が
で
き
て
い
る
」

と
栗
田
先
生
は
目
を
細
め
ま
す
。「
４

月
か
ら
学
校
が
遠
く
な
り
、
太
鼓
を

続
け
る
に
は
送
迎
や
練
習
時
間
の
問

題
が
あ
り
ま
す
が
、
頼
み
が
あ
れ
ば

ぜ
ひ
指
導
を
続
け
た
い
で
す
ね
」。

◆
平
成
４
年
の
統
廃
合
計
画

　

実
は
平
成
４
年
に
も
浮
上
し
て
い

た
、
当
時
の
大
朝
町
立
大
塚
小
学
校

の
統
廃
合
計
画
。
学
校
存
続
運
動

を
４
年
に
わ
た
り
リ
ー
ド
す
る
こ
と

で
、
こ
れ
を
白
紙
に
戻
し
た
経
緯
の

あ
る
、
元
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
長な

が

田た

克か
つ

司し

さ
ん
は
今
、
大
塚
連
合
会
の
渡
辺
勇

会
長
と
口
を
そ
ろ
え
ま
す
。「
学
校

の
灯
は
消
え
て
も
、
地
域
の
灯
は
消

さ
な
い
。
新
た
な
灯
を
と
も
そ
う
」。

大
塚
の
人
々
は
、
決
し
て
消
え
る
こ

と
の
な
い
灯と

も

火し
び

の
も
と
に
自
立
し
、

す
で
に
新
た
な
る
ス
テ
ッ
プ
を
築
き

上
げ
て
い
る
の
で
す
。

消
え
る
こ
と
な
き
灯
火

＊
４　

「
す
ぎ
な
囃
子
」
と
は
、
大
塚
少

年
太
鼓
の
演
目
で
、
内
容
の
ア
レ
ン
ジ
に

よ
り
パ
ー
ト
１
、パ
ー
ト
２
、パ
ー
ト
３（
未

完
成
）
の
３
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。
一

つ
の
パ
ー
ト
の
演
奏
時
間
は
４
分
前
後
。

「
休
校
を
惜
し
む
会
」
で
の
大
塚
少
年
太
鼓
の
舞
台
で
は
、

大
塚
地
区
の
中
学
生
13
人
が
加
わ
り
、
24
人
で
の
熱
演

と
な
っ
た
。
大
塚
小
を
出
る
と
同
時
に
、
太
鼓
も
「
卒

業
」
し
て
い
た
中
学
生
だ
が
、
身
体
が
太
鼓
を
覚
え
て
い

て
、
数
回
の
練
習
で
す
ぐ
に
た
た
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
。
大
塚
小
休
校
後
も
、
活
動
継
続
へ
向
け
て
の
動
き

が
あ
る
。
平
成
14
年
の
「
け
ん
み
ん
文
化
祭
２
０
０
２
」

民
俗
芸
能
・
和
太
鼓
の
祭
典
に
お
い
て
、
子
ど
も
の
部
で

優
秀
賞
の
実
績
を
持
つ
、本
格
的
な
和
太
鼓
演
舞
で
あ
る
。

ここに、大塚に住む人々が合言葉のように話す、

明日を見つめる言葉があります。

「学校の灯は消えたとしても、

地域の灯は消さない」
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４
月
６
日
の
大
朝
小
始
業
式
で
、
大
塚
の

児
童
た
ち
は
す
ぐ
に
在
校
生
に
と
け
込
ん

で
い
っ
た
。
直
後
の
入
学
式
（
写
真
）
で
は
、

う
れ
し
そ
う
に
新
１
年
生
17
人
を
迎
え
た
。

大塚小学校ＰＴＡ会長

植田 伸二 さん

大朝小学校

藤田 利昭 校長

大塚小学校

田丸 逸子 校長

大
塚
小
学
校
児
童
を
加
え
、
新
年
度
を
迎
え
た
大
朝
小
学

校
の
校
舎
。
南
側（
写
真
手
前
）に
は
大
朝
中
学
校
が
並
ぶ
。

◆
大
朝
小
で
迎
え
た
新
年
度

　

北
広
島
町
立
大
朝
小
学
校
は
、

大
塚
小
学
校
か
ら
南
東
へ
２
・
３

キ
ロ
の
位
置
に
あ
り
ま
す
。
こ
の

４
月
、
新
１
年
生
17
人
を
加
え
、

全
校
児
童
89
人
で
新
年
度
を
開
始

し
ま
し
た
。
入
学
式
の
前
に
は
大

塚
小
学
校
か
ら
来
た
児
童
を
歓
迎

す
る
会
が
行
わ
れ
、
全
員
で
新
し

い
仲
間
を
迎
え
ま
し
た
。
統
廃
合

に
よ
り
大
塚
小
か
ら
転
校
し
た
児

童
た
ち
も
在
校
生
に
と
け
込
み
、

学
年
平
均
15
人
の
学
級
で
元
気
に

新
学
年
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

◆
学
校
間
交
流
で
の
安
心
感

　

児
童
た
ち
が
新
年
度
を
好
発
進

で
き
た
背
景
に
は
、
大
朝
地
域
で
取

り
組
ん
で
い
る
小
中
一
貫
教
育
や
学

校
間
連
携
が
あ
り
ま
す
。
大
朝
小
の

藤ふ
じ

田た

利と
し

昭あ
き

校
長
は
話
し
ま
す
。「
学

校
間
交
流
な
ど
に
よ
り
、
今
で
は
子

ど
も
同
士
の
連
携
が
日
常
化
し
て
い

ま
す
。
大
塚
小
の
児
童
に
と
っ
て
も
、

知
ら
な
い
学
校
へ
行
く
わ
け
で
は
な

く
、
安
心
感
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
」。

大
塚
小
入
学
後
、
わ
ず
か
１
年
で
転

校
す
る
こ
と
と
な
っ
た
谷た

に

本も
と

大だ
い

慣な

く

ん
の
母
、
美み

樹き

さ
ん
は
、「
同
じ
保

育
所
だ
っ
た
大
朝
小
の
仲
間
と
、
今

で
も
一
緒
に
遊
ん
で
い
ま
す
し
、
学

校
の
合
同
授
業
も
重
ね
て
き
た
の

で
、
転
校
し
て
も
大
丈
夫
で
し
ょ
う
。

不
安
は
あ
る
け
ど
、
友
達
関
係
に
つ

い
て
は
心
配
し
て
い
ま
せ
ん
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

　

大
塚
小
学
校
の
田た

丸ま
る

逸い
つ

子こ

校
長

は
語
り
ま
す
。「
今
で
は
学
校
間
の
垣

根
が
低
く
、
ど
こ
で
も
自
分
を
安
心

し
て
出
せ
る
環
境
に
あ
り
ま
す
。
大

塚
の
児
童
は
、
こ
れ
か
ら
自
分
自
身

で
考
え
て
行
動
す
る
こ
と
が
増
え
る

で
し
ょ
う
が
、
持
っ
て
い
る
力
を
し
っ

か
り
発
揮
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」。

　

北
広
島
町
で
は
今
後
、
町
内
全
域

で
学
校
間
連
携
が
深
め
ら
れ
、
児
童

の
輝
く
個
性
を
発
揮
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

大塚の児童たちは、大朝

小でも元気で大きく育っ

てほしい。私たちも、学

校がなくなり元気もなく

なったと言われないよう、

子が大人になって帰って

きたくなるような地域に

していきたいですね。

大塚連合会は組織力

が素晴らしく、学校の

ために何ができるか

をいつも考え動いて

くださいました。大塚

の子どもたちは幸せ

ですね。新しい学校で

も頑張ってください。

大朝の子に対しても、

大塚の良さを生かせ

るよう考えていきたい

ですね。地域にとって

も、児童や保護者にと

っても、統合して良か

ったと言えるように頑

張りたいと思います。

連
携
が
引
き
出
す
個
性

大塚小学校では、統合による児童の転校について、

保護者の不安はかなり解消されたようです。

児童も新学校にとけ込んでいます。

その根源は何なのでしょう。
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大塚小学校１年

谷本 大慣 くん

大塚小学校５年

川角 萌夏 さん

修
了
式
で
、
田
丸
校
長
か
ら
修
了
証
書
を
受
け
取
る
児
童
た

ち
。
前
日
と
は
対
照
的
に
、
会
場
が
と
て
も
広
く
感
じ
ら
れ
た
。

こんど、ほいくしょ

であそんでいたと

もだちと、おなじ

学校になるよ。そ

れと、大あさにい

ったら、かきゅう生

がたくさん入って

くるからうれしい。

大塚小では学年関係

なく遊んでいたので、

学校がなくなるのは

悲しいです。でも、大

朝小では友達が増え

るので、たくさんの

友達と遊びや勉強を

するのが楽しみです。

◆
特
製
の
修
了
証
書
を
授
与

　

そ
の
日
は
小
雨
の
降
る
寒
い
日
で

し
た
。
大
塚
小
学
校
最
後
の
一
日
は

３
月
25
日
、
修
了
式
で
す
。
前
日
の

卒
業
式
と
違
い
、
報
道
関
係
者
は
ゼ

ロ
。
そ
の
静
け
さ
が
、
会
場
に
漂
う

寂
し
さ
を
あ
お
り
ま
し
た
。

　

け
れ
ど
も
、
最
後
の
修
了
式
で
は

特
別
な
試
み
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
卒
業
証
書
と
同
様
に
、
修
了
証

書
が
作
ら
れ
て
い
た
の
で
す
。「
休

校
を
迎
え
た
今
、
こ
の
学
校
に
い
た

証あ
か
しを

子
ど
も
た
ち
に
」
と
い
う
保
護

者
の
意
見
に
よ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
話
し

合
っ
て
決
め
た
、
素
敵
な
計
ら
い
で

し
た
。
９
人
の
児
童
が
順
番
に
ス
テ

ー
ジ
に
上
が
り
、
田
丸
逸
子
校
長
か

ら
「
よ
く
頑
張
り
ま
し
た
」
な
ど
の

ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
と
と
も
に
、
そ
の

修
了
証
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

田
丸
校
長
は
言
い
ま
し
た
。「
そ

ん
な
で
っ
か
い
修
了
証
書
を
渡
し
た

の
は
、
大
塚
小
が
で
き
て
以
来
初
め

て
で
し
ょ
う
。
今
ま
で
勉
強
し
て
き

た
証
が
、
そ
の
紙
に
全
部
含
ま
れ
て

い
る
の
で
す
。
こ
の
学
校
で
卒
業
し

て
ほ
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
休
校
は

多
く
の
人
が
よ
り
良
い
方
法
を
考
え

て
く
だ
さ
っ
た
結
果
な
の
で
す
。
大

塚
小
で
の
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
ど
こ

で
も
堂
々
と
話
し
て
く
だ
さ
い
」。

◆
全
員
が
異
動
す
る
離
任
式

　

修
了
式
に
引
き
続
き
、
３
月
末
で

退
職
す
る
田
丸
校
長
の
退
任
式
と
、

４
月
の
異
動
に
よ
る
教
職
員
５
人

全
員
4

4

の
離
任
式
が
あ
り
ま
し
た
。
一

人
ず
つ
順
番
に
児
童
の
前
で
あ
い
さ

つ
。
涙
を
こ
ら
え
な
が
ら
も
、
大
塚

小
の
良
い
と
こ
ろ
な
ど
を
話
し
、
児

童
た
ち
へ
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。
離

任
者
あ
い
さ
つ
の
最
後
は
、
事
務
職

員
の
今い

ま

田だ

敏と
し

香か

先
生
で
し
た
。
話
し

始
め
て
や
が
て
、
こ
ら
え
て
い
た
も

の
が
堰せ

き

を
切
り
ま
し
た
。―

止
め

ど
な
く
あ
ふ
れ
る
涙
…
。

　

６
年
前
か
ら
大
塚
小
で
働
い
て

き
た
今
田
先
生
に
は
、
特
別
な
思
い

が
あ
り
ま
し
た
。
事
務
職
員
と
し
て

働
く
の
は
、
こ
の
学
校
が
最
後
。
母

校
で
あ
る
大
朝
町
立
筏い

か
だ
づ津

小
学
校

の
14
年
前
の
閉
校
。
そ
し
て
大
塚
小

と
の
別
れ
…
。
今
田
先
生
は
、
離
任

式
を
振
り
返
り
ま
す
。「
式
の
あ
い

さ
つ
中
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が
頭
を
巡

っ
た
ん
で
す
。
こ
れ
で
本
当
に
終
わ

り
な
ん
だ
な
、
と
…
」。
式
で
は
長

い
沈
黙
の
あ
と
、
元
気
を
振
り
絞
っ

て
言
い
ま
し
た
。「
行
事
の
時
に
は
一

人
が
３
人
分
も
４
人
分
も
働
い
て
く

れ
て
、
先
生
方
も
助
か
っ
て
い
た
し
、

頼
り
に
し
て
い
ま
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
…
」。
全
員
が
あ
ち
こ
ち

の
学
校
へ
散
ら
ば
っ
て
い
き
、
思
い

出
の
職
場
ま
で
失
っ
て
し
ま
う
教
職

員
た
ち
。
大
塚
小
を
愛
す
る
気
持
ち

は
、
大
塚
の
人
た
ち
と
同
じ
だ
っ
た

の
で
す
。

　

当
日
、
大
塚
連
合
会
の
渡
辺
勇

会
長
は
改
め
て
言
い
ま
し
た
。「
学

校
に
児
童
が
い
な
く
な
る
こ
と
は
、

寂
し
い
思
い
に
つ
き
る
。
言
葉
も
な

い
…
。
子
ど
も
た
ち
は
、
今
ま
で
大

塚
小
で
学
ん
だ
こ
と
に
誇
り
を
持
っ

て
、
新
し
い
学
校
の
環
境
に
慣
れ
て

頑
張
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
大
塚

か
ら
子
ど
も
が
い
な
く
な
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
今
ま
で
同
様
に
見
守

っ
て
い
き
た
い
」。

　

春
雨
の
中
、
や
が
て
玄
関
前
に
、

最
後
の
短
い
傘
の
列
が
で
き
ま
し
た
。

永
遠
に
生
き
る
大
塚
小

大塚小学校最後の一日は、静かに訪れました。

この日を最後に、思い出の木造校舎から、

子どもたちの歓声が途絶えました。

ありがとう、大塚小学校。
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一
本
の
桜

大塚小５年生の田﨑勇太くんは、渡辺勇会長の孫。
小雨の降る寒い日となった「最後の一日」も下校時間に。
校庭に出て、祖父よりもずっと年上の桜の木を見つめる勇太くん。
この後、祖父の車に乗ることもせず、
傘を差し一歩一歩確かめるように、徒歩で下校していった。

校
庭
の
片
隅
に

ひ
っ
そ
り
と
根
を
張
る
一
本
の
桜
。

開
花
の
季
節
に
は
入
学
児
童
と
と
も
に
、

毎
年
写
真
に
収
ま
っ
て
い
た
桜
。

明
治
時
代
に
植
え
ら
れ
、

樹
齢
は
百
歳
を
超
え
る
と
言
わ
れ
る
桜
。

知
っ
て
い
る
。

桜
は
知
っ
て
い
る
。

昔
は
今
よ
り
も
ず
っ
と
ず
っ
と
、

校
庭
が
狭
か
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。

食
糧
難
の
時
代
、
子
ど
も
た
ち
が
走
り
回
る
場
所
も
な
い
ほ
ど
、

校
庭
全
体
に
サ
ツ
マ
イ
モ
が
植
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。

昭
和
20
年
８
月
６
日
の
朝
、
南
の
空
に
キ
ノ
コ
雲
が
見
え
、

午
後
に
は
薄
暗
く
な
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。

校
舎
が
焼
け
落
ち
て
か
ら
一
年
間
、

多
く
の
人
々
が
流
し
た
汗
の
美
し
さ
を
知
っ
て
い
る
。

寒
曳
の
見
え
る
こ
の
地
か
ら
巣
立
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
、

杉
菜
の
よ
う
な
た
く
ま
し
さ
を
知
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、

今
ま
で
も
こ
れ
か
ら
も
、

こ
の
小
学
校
が
生
き
続
け
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。

一
本
の
桜
が
、
よ
く
知
っ
て
い
る
。
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クーリング・オフの

手続きはお早めに！

　訪問販売や通信販売で購入したものは、一

部の例外を除き原則クーリング・オフできま

す。

　クーリング・オフは、訪問販売や電話勧誘

販売等の消費者が冷静に判断する事が難しい

商法に対して、いったん落ち着いて考える時

間を取り、冷静に判断する事ができるように

考えられた制度です。もし、必要もないのに

購入してしまった商品があれば、すぐにクー

リング・オフの手続きを行いましょう。

　　※クーリング・オフのハガキ文面例

　クーリング・オフした証拠が残るよう通知

は郵便局の「特定記録」や「簡易書留」で送

りましょう。

　クーリング・オフできる期間は訪問販売や

電話勧誘販売であれば８日間、マルチ商法等

であれば２０日間です。もし期限が過ぎてい

ても、販売方法に問題があれば解約できる可

能性がありますので、契約書等を持って、相

談室へお越しください。

　

私
は
、
貴
社
と
左
記
の
契
約
を
し
ま
し
た
が
、
解
除
し
ま
す
。

　

１	

契
約
年
月
日　

○
○
年
○
月
○
日

　

２	

商
品
名(
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
名)　

○
○
○
○
○

　

３	

金
額　

○
○
○
○
○
円

　

４	

販
売
店
名　

○
○
○
○

　

５	

販
売
員
氏
名　

○
○　

○
○

　

※
預
か
っ
て
い
る
商
品
を
お
引
き
取
り
く
だ
さ
い

　

※
既
払
金
○
○
○
○
円
を
返
金
し
て
く
だ
さ
い

　

○
○
年
○
月
○
日

　

私
は
、
貴
社
と
左
記
の
契
約
を
し
ま
し
た
が
、
解
除
し
ま
す
。

　

１	

契
約
年
月
日　

○
○
年
○
月
○
日

　

２	

商
品
名(
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
名)　

○
○
○
○
○

　

３	

金
額　

○
○
○
○
○
円

　

４	

販
売
店
名　

○
○
○
○

　

５	

販
売
員
氏
名　

○
○　

○
○

　

※
預
か
っ
て
い
る
商
品
を
お
引
き
取
り
く
だ
さ
い

　

※
既
払
金
○
○
○
○
円
を
返
金
し
て
く
だ
さ
い

　

○
○
年
○
月
○
日

◎困ったときは、消費生活相談室へ ! !
　北広島町人権センター
　　　　　　　　（北広島町有田４９５-１）

　０８２６ - ７２ - ５５７１［相談室専用］
　０８２６ - ７２ - ５０２０
　毎週木曜日（祝日・年末年始除く）
　10 時～ 12 時 ・ 13 時～ 16 時

６月１日は『人権擁護委員の日』です

～人権擁護委員はあなたの相談パートナーです～

田村　紀子 西八幡原３８７－１

本田　正治 細見１４１０

岩田　正平 大塚２３０７－１

田村　征治 大朝４４４２－２

鈴木　トモコ 宮迫１４３２

箕野　春人 古保利２２８－１

森分　光惠 有田１０５８

服部　紀郎 壬生２５５

中増　敏昭 寺原１４２６

神川　潔 今吉田１２３８－１

下河内　滋子 長笹６６

齊藤　實 中原１８２１－２

問

問

　人権擁護委員はあなたの気軽な相談相手です。相談

は無料で、秘密は守られます。あなたの悩みを人権擁護

委員に相談してみてはいかがでしょうか。人権擁護委員

は、いつでも相談に応じます。お気軽にご相談ください。

人権総合相談所

　年１回町内４会場で人権総合相談所を開設します。家庭

内のもめごとや隣近所とのトラブル、いじめや差別など幅

広い相談を受け付けます。ぜひ、お気軽にお越しください。

相談には人権擁護委員と司法書士が応じます。開催日時

は、「きたひろしま　お知らせカレンダー」をご覧ください。

　　人権センター　

　　０８２６ - ７２ - ５０２０

学生の皆さん「学生納付特例制度」をご利用ください

　学生の方は、一般的に収入がないため、国民年金保

険料を納めることが困難です。そのため、在学期間中

の保険料の納付を猶予し、社会人になってから保険料

を納めることができる「学生納付特例制度」があります。

　学生納付特例の承認期間は４月から翌年の３月まで

です。申請が遅れても年度内であれば４月にさかの

ぼって承認されますが、忙しくなるとつい忘れがちに

なるものです。早めに手続きをしましょう。

　学生納付特例の承認を受けると、その期間中の障害や

死亡といった不慮の事態には満額の障害基礎年金や遺族

年金が受けられますが、老齢基礎年金には反映されません。

承認を受けた期間から１０年以内であればさかのぼって納

めることができますので、満額の老齢基礎年金を受けるた

めにも、国民年金保険料の後払い（追納）をお勧めします。

　申請は、年金手帳・学生証または在学証明書・印鑑

を持って、役場窓口へお越しください。

　　町民課国保年金係

　　０８２６ - ７２ - ０８５４

The  i n f o rma t i o n  o f  t h e  l i v i n g くらしの情報

保
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子
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保
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き
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・
防
災
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・
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６月 30 日（水）

●町県民税［１期］

５月 31 日（月）

●軽自動車税
●固定資産税［１期］

＊納付は便利で安心な口座振替で !
＊残高確認をお忘れなく！　

つなごうよ

みんなの笑顔

未来まで

「もったいない」

そこから始まる、

エコロジー

［４月末日現在］　　　　（　）：前月比

    人　口 20,409 人 （＋ １）

    男 9,752 人 （＋ 13）

    女 10,657 人 （－ 12）

    世帯数 8,323 世帯 （＋ 27）

◆新しく広報担当となり慌ただしい日々 が過ぎ

ています。取材で慣れぬカメラを扱えば失敗写

真を量産し、文章が思い浮かばず真っ白な原稿

の前で悩む毎日です。表紙の霧ヶ谷湿原は遊歩

道が整備され気軽に芸北の自然と親しめます。

これから湿原の植物もにぎやかになり、訪れる

には最適の季節になっていきます。悩む毎日の

良い気分転換になりました。みなせんも高原の

自然でリフレッシュされてはどうでしょうか。 道

アザレアからのお知らせ

千代田地区に 待望のスポーツジムが！
４月より運動公園にスポーツジムを新設しました。

グループ・ご家族・個人の見学を受け付けています。
必ずご予約の上ご来場ください。

● ５・６月の第４土曜日　地産地消バイキング実施 ●

アザレア千代田・千代田運動公園
　　  お問い合わせ ０８２６‐７２‐８８２２

広告

　　北広島町求人情報センター（企画課立地定住推進室内）
　    ０８２６‐７２‐０８５６
　   ホームページ http://www.town.kitahiroshima.lg.jp/

５月 11 日現在 届出順

企　　業　　名 募 集 職 種

医療法人　明和会 介護支援専門員・看護師（正・准）

 医療法人社団 慶寿会 千代田中央病院 看護師

ローソン 千代田インター店 店内接客

医療法人社団せがわ会 千代田病院 看護師（正・准）、介護職

株式会社エポカフードサービス（アザレア千代田） 調理師

医療法人社団もみの木会 大朝ふるさと病院 看護師（正・准）

有限会社 かわすみ 接客、商品管理

特別養護老人ホーム やすらぎ 介護職

有限会社 新見仕出し店 調理補助、販売

とよひら小規模多機能ホーム 介護職

特別養護老人ホーム ゆりかご荘 看護師

株式会社 どんぐり村 接客

北広島町豊平病院 薬剤師

セブンイレブン 千代田インター店 店内接客

株式会社 スミヨシ 接客販売

特別養護老人ホーム やまゆり 介護職

今井運送 株式会社 普通平ボデー・大型ウイング・大型ユニック運転手

新広島ヤクルト販売株式会社 千代田センター 食品販売

北広島タクシー 株式会社（旧 千代田タクシー） タクシー運転手

日本郵便株式会社可部支店 豊平集配センター 郵便配達

千代田ＯＧＭゴルフ倶楽部 レストラン店長候補、スタート室・ホールスタッフ、リネン

株式会社 新宮 広島市場 営業

へんぽこ茶屋 移動販売車での実演販売

八剣伝 千代田店 接客業

中国木材 株式会社 製材加工要員

ヤマト運輸株式会社　千代田センター 仕分けアシスト・内勤事務・パートドライバー

（株）ジャパン・エンジニアリング・ワークス 溶接職

宿泊研修施設 アザレア千代田 フロント業務

有限会社 八重製材所 インテリアコーディネーター・事務

広島北ホテル 調理師、事務、温泉施設・フロント・レストランスタッフ

株式会社エムジー・カーズ千代田 事務職

株式会社ワークスタッフ 広島営業所 総合人材サービス

＊広報紙発行日に、すでに募集が終了している場合もあります。

問

The  i n f o rma t i o n  o f  t h e  l i v i n g くらしの情報

人情報コーナー求>>> \\\ 納期限

>>> Human rights 人権フェスタ 2009

>>> Energy saving 省エネのススメ

>>> Population 人口と世帯

>>> Editor's postscript 編集後記
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ひ
ん
や
り
と
し
た
朝
の
空
気
が
爽
や
か
に
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
水
の
張
ら
れ
た
田

ん
ぼ
に
は
、
小
さ
な
苗
が
揺
れ
て
い
ま
す
。
梅

雨
ま
で
の
ひ
と
と
き
、
盆
地
一
帯
に
現
れ
た
水

面
が
映
す
の
は
、
田
植
え
を
終
え
た
お
百
姓
さ

ん
の
気
持
ち
の
よ
う
に
晴
れ
や
か
な
空
色
で

す
。
同
じ
色
を
映
す
湿
原
の
水
面
に
は
、
コ
ウ

ホ
ネ
が
花
を
添
え
ま
す
。

　

コ
ウ
ホ
ネ
は
水
中
に
生
育
す
る
多
年
草
で

す
。
根
は
も
ち
ろ
ん
、
茎
も
水
底
に
沈
ん
で
い

る
の
で
、
目
に
す
る
の
は
葉
と
花
で
す
。
水
底

か
ら
伸
び
上
が
っ
て
き
た
葉
は
、
あ
る
も
の
は

水
中
に
開
き
、
あ
る
も
の
は
水
面
を
覆
い
、
あ

る
も
の
は
水
上
に
伸
び
上
が
っ
て
い
ま
す
。
大

き
な
葉
が
見
せ
る
変
化
は
、
そ
れ
だ
け
で
も
湿

原
の
豊
か
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　

大
き
く
て
密
生
す
る
葉
の
中
で
、
花
は
小
さ

く
、
ま
た
少
な
く
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、
太
く
突

き
出
た
花
茎
の
上
に
咲
く
花
は
、
ヤ
マ
シ
ャ
ク

ヤ
ク
ほ
ど
の
大
き
さ
が
あ
り
ま
す
。
５
枚
の
花

弁
の
よ
う
に
見
え
る
も
の
は
萼が

く

片
で
す
。
花
弁

は
ず
っ
と
小
さ
く
て
、
こ
の
写
真
で
は
見
え
ま

せ
ん
。
た
く
さ
ん
の
雄
し
べ
は
外
向
き
に
反
り

返
っ
て
お
り
、
真
ん
中
に
見
え
る
茶
色
い
と
こ

ろ
が
雌
し
べ
の
柱

ち
ゅ
う
と
う

頭
で
す
。

　

コ
ウ
ホ
ネ
の
名
前
は
、
水
底
を
匍は

う
根こ

ん
け
い茎

が

背
骨
に
似
て
い
る
た
め
「
河
骨
」
の
名
が
付
い

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。八
幡
の
人
に
聞
く
と
、

昔
は
男
の
子
が
川
に
潜
っ
て
、
こ
の
コ
ウ
ホ
ネ

の
根
茎
を
取
っ
て
遊
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。今
、

八
幡
高
原
の
コ
ウ
ホ
ネ
は
、
植
え
ら
れ
て
い
る

も
の
を
除
く
と
、
広
島
県
の
自
然
環
境
保
全
地

域
に
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
瀬
や
渕
の
あ
る
深
い

川
が
蛇
行
し
て
い
た
時
に
は
、
そ
こ
に
生
え
て

い
た
コ
ウ
ホ
ネ
の
姿
も
今
と
は
違
う
姿
だ
っ
た

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

圃ほ
じ
ょ
う場

整
備
に
よ
っ
て
姿
を
変
え
た
川
か
ら
は
、

コ
ウ
ホ
ネ
や
そ
の
生
育
環
境
だ
け
で
な
く
、
子

ど
も
達
の
遊
ぶ
声
や
自
然
体
験
ま
で
も
消
え
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
夏
の
日
の
八
幡

湿
原
で
は
黄
色
の
花
が
見
ら
れ
ま
す
。
水
の
底

に
静
か
に
横
た
わ
る
茎
は
、
在
り
し
日
の
水
遊

び
の
記
憶
を
抱
い
て
、
じ
っ
と
繁
栄
の
機
会
を

待
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
芸
北 

高
原
の
自
然
館
学
芸
員
・
白
川
勝
信
）

夏の思い出
コウホネ


